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序

本県には、これまでに発見された約４，９００か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

一方、国道・県道・港湾などの整備は、地域が活発に交流・連携する

秋田の創造をめざす開発事業の根幹をなすものであります。本教育委員

会では、これら地域開発との調和を図りながら、埋蔵文化財を保存し、

活用することに鋭意取り組んでおります。

本報告書は、重要港湾改修工事臨港道路生鼻崎線建設事業に先立っ

て、平成１８年度に実施した脇本遺跡の発掘調査成果をまとめたもので

す。

調査の結果、中世の掘立柱建物跡などの遺構の他中国産の青磁・白

磁、木製品などの遺物が多数発見され、脇本城と密接な関係を持つ遺跡

であることがわかりました。

本書が、ふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の

一助となることを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、協

力をいただきました秋田県建設交通部船川港湾事務所、男鹿市教育委員

会など関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

平成２０年３月

秋田県教育委員会

教育長 根 岸 均



例 言

１ 本報告書は、重要港湾改修工事臨港道路生鼻崎線建設事業に伴い、２００６（平成１８）年度に調査し

た脇本遺跡の発掘調査報告書である。

２ 調査の内容については、すでにその一部が埋蔵文化財センター年報などによって公表されている

が、本報告書を正式のものとする。

３ 『第５章 自然科学的分析』は株式会社パリノ・サーヴェイに業務委託した分析の報告である。

４ 本遺跡出土貿易陶磁器の年代等については、大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立歴史民

俗博物館副館長の小野正敏教授に直接遺物を見て頂き、御教示を賜った。

５ 本報告書の作成にあたり、次の方々から御指導・御助言を賜った。記して感謝申し上げます。

秋田市大森山動物園、泉 明、伊藤直子、栗山知士、櫻田大啓、降矢哲男、渡部 均

（敬称略・五十音順）

６ 本書の執筆・編集は、吉尾 香が担当した。

凡 例

１ 本報告書３ページ第３図に使用した地形図は、国土地理院発行の１／２５，０００「船越」である。

２ 本報告書で使用した土色の色調表現は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩

研究所色票監修『新版 標準土色帖』２００３年版に拠った。

３ 遺構については、確認調査時から検出順にその種類を示す略記号と通し番号を付したが、確認調

査と本調査で重複するもの（１～８）、後に遺構ではないと判明したものは欠番とした。また掘

立柱建物跡は別に番号（０１～０３）を付した。遺構に使用した略記号は以下の通りである。

ＳＢ：掘立柱建物跡 ＳＤ：溝跡 ＳＫ：土坑 ＳＫＰ：柱穴様ピット

ＳＮ：カマド状遺構 ＳＸ：性格不明遺構

４ 遺構図および本文中のＰは、掘立柱建物跡に伴う柱穴を示す。（例０１Ｐ１＝ＳＢ０１Ｐ１）また第

１４図中に示されたＳは石を意味する。

５ 挿図中に付した方位は、国家座標第Ⅹ系における座標北を示す。本遺跡のグリッド杭座標原点

ＭＡ５０における座標北と磁北との偏角は西へ８°３０′である。

（ＭＡ５０；Ｘ＝－１０，３２９．７２２、Ｙ＝－８０，２２８．４２４）

６ 遺構・遺物実測図で使用したスクリーントーンは以下の通りである。

遺 構

壁土出土範囲

遺 物

黒色漆 赤色漆 被熱範囲
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第１章 はじめに

第１節 調査に至る経過

重要港湾改修工事臨港道路生鼻崎線建設事業は、船川港改修工事に係り臨港道路生鼻崎線（県道男

鹿半島線船川－脇本間）の物流機能強化のため、現況２車線から４車線へと拡幅する事業である。

事業計画地内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、文化財保護法に基づき、秋

田県教育委員会によって平成１７年５月及び平成１８年３月に遺跡分布調査、平成１８年５月～６月に確認

調査（対象面積１，１９０㎡）が実施された。

確認調査では、明確な盛土整地層や、それを掘り込む柱穴様ピット、土坑などの遺構が検出され、

木製品や陶磁器などの遺物が出土した。この結果、中世の集落跡（脇本遺跡）の一部であることが推

測され、発掘調査による記録保存の措置を講じることとなった。

なお確認調査で北側調査区の２／３にあたる範囲からは盛土整地層が確認できなかったため、現県

道建設時に削平されたと判断し、本調査の対象面積から除外された。

上記を経て、同年１０月から発掘調査（対象面積７６０㎡）を実施するに至った。

第２節 調査要項

遺 跡 名 脇本遺跡（わきもといせき）

遺 跡 略 号 ４ＷＭ

所 在 地 秋田県男鹿市脇本脇本字横町道上地内

調 査 期 間 平成１８年１０月２日～１１月２４日

調 査 面 積 ７６０㎡

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 磯村 亨（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課男鹿整理収蔵室 学芸主事）

吉尾 香（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課男鹿整理収蔵室 学芸主事）

今野沙貴子（秋田県埋蔵文化財センター南調査課 調査・研究員）

総務担当者 時田慎一（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 副主幹）

※職名は調査時のものである。

調査協力機関 秋田県建設交通部船川港湾事務所 男鹿市教育委員会

― １ ―



第２章 遺跡の環境

第１節 遺跡の位置と立地

秋田県男鹿市は、秋田県臨海部の中央やや北寄り、日本海に大きく突き出した男鹿半島に位置する。

北西南の三方が海に面しており、半島は約６，０００年前の縄文海進時（最高海水準時）には日本海上に

ある島であったが、隆起や南北に発達した砂州・砂丘によって約５，０００年前には本土と連結されたと

考えられている。平成１７年３月、旧男鹿市と旧若美町が合併したことにより、男鹿半島の全域が男鹿

市となった。北は山本郡三種町、東は大潟村、南は潟上市に接する。豊富な水産資源や、美しい自然

景観に恵まれ、全国で唯一、一市単独で国定公園の指定を受けている。

脇本遺跡は、男鹿半島の南側付け根部分の脇本地区にあり、ＪＲ男鹿線脇本駅より南西へ１．５㎞、

丘陵地の南東麓に位置する。標高約５�の低地で、南西方向に緩やかに傾斜し、脇本漁港のある海岸

からは約１００�の距離にある。遺跡北西側の丘陵地には平成１６年９月に国指定史跡となった脇本城跡

があり、東側にはその城下町である脇本本郷集落が広がっている。

男鹿半島の地形は西部山地、中央丘陵地、寒風山地及び潟西低地の４つに区分され、脇本地区は八

郎潟の沖積平野である潟西低地南端にあたる。

脇本地区は潟上市、秋田市まで連続する３列の砂州が発達し、表面は砂丘化している（内陸から順

に第Ⅰ～Ⅲ列砂丘）。第Ⅰ・Ⅱ列砂丘がのる海抜６～７�の平坦面は、縄文海進時に形成された段丘

面である。海水面低下後も大規模な汀線の移動

があったと考えられ、脇本付近で第Ⅱ列砂丘と

第Ⅲ列砂丘との間に比高５�前後の段丘崖が分

布する。

第Ⅲ列砂丘地基盤には、現海面より約２�高

い位置まで、貝殻や小礫が混入する砂層が堆積

している。このことから、縄文海進後にも現海

水準より１～２�高い海水準時があったと考え

られている。

脇本遺跡は、第Ⅱ・Ⅲ列砂丘間の段丘面より

も低い地点に位置する。海進時には海水面下で

あったと推定され、また北側丘陵の沢筋にもあ

たることから、南側調査区の南西部は発掘調査

中に水が湧き出していた。中世末期の城下町整

備時に水路等が築かれる以前、自然堤防的な第

Ⅲ列砂丘と段丘崖との間に挟まれた脇本遺跡

は、非常に水はけの悪い低湿地であったと推定

される。

東経１４０°

北緯４０°

脇本遺跡

０ ３０㎞

第１図 脇本遺跡の位置

― ２ ―
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第１節 遺跡の位置と立地

― ３ ―



第２節 歴史的環境

脇本遺跡のある男鹿市脇本付近には、２列の砂丘をのせる海抜６～７�の段丘面が形成され、複数

の遺跡が存在する。

脇本遺跡の北側丘陵裾部にある横町道上Ⅰ・Ⅱ遺跡は土師器、須恵器片が出土する古代遺跡であ

る。

北西丘陵上には脇本城跡がそびえる。天正５（１５７７）年、檜山城主であった安東愛季が従来の城を

大規模に改修し居城としたとされている。蝦夷の支配者を指す「ひのもと将軍」と称えられ、日本海

交易で大きな役割を果たした安東氏の居城跡からは、元代の染付をはじめ、大量の貿易陶磁が出土し

ている。遺構も曲輪や土塁、護岸施設など当時の権力の大きさを示す大規模な土木工事の痕跡が確認

されている。文献資料の少なさから謎が多いとされてきた脇本城であるが、男鹿市教育委員会が毎年

学術調査を実施し、成果を上げている。平成１６年に国指定史跡となった。

脇本城跡の南東には城下町である脇本本郷集落（脇本遺跡）が広がる。平成８・９年に小面積では

あるが発掘調査が行われ、１６世紀～１７世紀の貿易陶磁、国産陶磁器が出土している。脇本城内へと続

く東西中軸街路は、かつては幅約１６�（現在は約１２�）もあり、南北に直交する短冊形地割の家々が

現在も整然と並ぶ。脇本城跡から城下町と日本海を望むと、その風景の美しさに圧倒され、この地に

居城を移した愛季の心境が伝わってくるようである。

丘陵の南東裾には脇本館下Ⅰ遺跡（大龍寺跡）・脇本館下Ⅱ遺跡（金光寺跡）がある。脇本城築城

第１表 周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 所 在 地 種 別 遺構・遺物
１ 脇本 男鹿市脇本脇本字脇本地内 集落跡 掘立柱建物跡・陶磁器
２ 横町道上Ⅰ 男鹿市脇本脇本字横町道上 遺物包含地 土師器・須恵器
３ 横町道上Ⅱ 男鹿市脇本脇本字横町道上 遺物包含地 土師器・須恵器
４ 脇本館下Ⅰ 男鹿市脇本脇本字横町道上 寺院跡
５ 脇本館下Ⅱ 男鹿市脇本脇本字横町道上 寺院跡 土師器・須恵器
６ 脇本城 男鹿市脇本脇本字七沢 館跡 土塁・空堀・陶磁器
７ 茶臼館 男鹿市船川港比詰字餅ケ沢 館跡 土塁・空堀・陶磁器
８ 田谷沢大沢 男鹿市脇本田谷沢字大沢３４ 遺物包含地 須恵器・柱材
９ 乍木Ⅱ 男鹿市脇本脇本字乍木 遺物包含地 埋没遺構
１０ 脇本乍木Ⅰ 男鹿市脇本脇本字乍木 遺物包含地 縄文土器
１１ 脇本打ケ崎 男鹿市脇本脇本字打ケ崎 遺物包含地 弥生土器・土師器
１２ 脇本向山 男鹿市脇本脇本字向山 遺物包含地 弥生土器・土師器
１３ 脇本石館 男鹿市脇本脇本字向山 館跡 郭・陶磁器
１４ 向山Ⅱ 男鹿市脇本脇本字向山 遺物包含地 土師器
１５ 大石館 男鹿市脇本脇本字大石館 遺物包含地 土師器
１６ 前野Ⅰ 男鹿市脇本脇本字前野 遺物包含地 土師器・須恵器
１７ 前野Ⅲ 男鹿市脇本脇本字前野 遺物包含地 土師器・須恵器・黒曜石
１８ 脇本石館Ⅱ 男鹿市脇本脇本字石館 遺物包含地 縄文土器・土師器・須恵器
１９ 脇本頭名地 男鹿市脇本脇本字頭名地 遺物包含地 土師器・須恵器
２０ 前野Ⅳ 男鹿市脇本脇本字前野 遺物包含地 縄文土器・土師器・須恵器
２１ 前野Ⅴ 男鹿市脇本脇本字前野 遺物包含地 土師器・須恵器
２２ 前野Ⅱ 男鹿市脇本脇本字前野 遺物包含地 縄文土器

第２章 遺跡の環境
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に伴って計画的に整備された寺院跡である。

脇本城跡の西側には茶臼館跡が位置する。郭、空堀、土塁などの遺構と、青磁・瀬戸・珠洲系・唐

津などの陶磁器片が確認されている。

脇本城跡の東側には脇本石館跡があり、郭が巡らされた台地上に、井戸跡らしき窪地などが確認さ

れている。中世の遺物は出土していないが、館跡南側から青磁・珠洲系陶器片が表採されている。館

主など詳細は不明であるが、脇本城の出城的性格を有すると考えられている。

脇本石館跡の東南端付近には大石館遺跡が位置する。標高５�で砂丘砂層状に立地し、トレンチ調

査の結果、中世期と思われる土坑、柱穴様ピットが検出され、明代染付・瀬戸・珠洲といった陶磁器

片が出土している。

男鹿半島内には脇本城跡をはじめ、自然地形を利用した城館や中世陶磁器を出土する遺跡が確認さ

れている。しかし、周知の城館３６遺跡のうち実際に発掘調査を行った遺跡は７か所に過ぎず、しかも

大部分は道路や公園などの開発に伴う、ごく一部分の調査である。史料もほとんど残っておらず、地

名や地元の伝承、市職員の現地調査に依拠するところが大きい。そのため脇本城跡に近接した地点に

おいて、初めて考古学的調査を行った脇本遺跡の担う役割は大きいものと思われる。

引用・参考文献
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角田清美 「日本海および東シナ海沿岸の主な海岸砂丘地帯の形成期と固定期について」 『第四紀研究』 第１４巻第４号

１９７５（昭和５０）年

男鹿市 『男鹿市史 上巻』 １９９５（平成７）年

男鹿市教育委員会 『脇本城と脇本城跡 第２次・第３次調査報告』 男鹿市文化財調査報告 第１４集 １９９６（平成８）年
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秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図（男鹿・南秋田地区版）』 ２００３（平成１５）年

泉 明 「男鹿半島の城館」 『海と城の中世』 東北中世考古学会編 ２００５（平成１７）年

男鹿市教育委員会 『国指定史跡脇本城跡－船川重要港湾道路改修工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』 男鹿市文化財

調査報告 第２９集 ２００５（平成１７）年

男鹿市教育委員会 『市内遺跡詳細分布調査・確認調査報告書』 男鹿市文化財調査報告 第３０集 ２００５（平成１７）年

男鹿市教育委員会 『国指定史跡脇本城跡Ⅳ 第１３次・第１４次他調査報告』 男鹿市文化財調査報告 第３２集 ２００６（平成

１８）年

五十嵐祐介 「男鹿半島・潟上市周辺の中世陶磁器」 『出羽の出土陶磁器－安東氏とその時代－』 日本貿易陶磁研究会

秋田大会資料集 ２００７（平成１９）年

男鹿市教育委員会 『史跡脇本城跡保存管理計画書』 男鹿市文化財調査報告 第３３集 ２００７（平成１９）年
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第３章 発掘調査の概要

第１節 遺跡の概観

脇本遺跡は、ＪＲ男鹿線脇本駅より南西へ１．５㎞、丘陵地の南東麓に位置する。標高約５�の低地

で、南西方向に緩やかに傾斜し、海岸からは約１００�の距離がある。遺跡北西側の丘陵地には平成１６

年に国指定史跡となった脇本城跡があり、東側には城下町である脇本本郷集落（脇本遺跡）が広がっ

ている。従来古代の遺跡「横町道上Ⅰ遺跡」として周知されていたが、男鹿市教育委員会と協議した

結果、中世集落跡「脇本遺跡」の一部として取り扱うこととなった。

調査区は県道を挟んで南北に分かれ、便宜的に北側をＡ区、南側をＢ区と呼称した。両区とも現況

は平坦な荒蕪地で、県道造成の際に入れられたと思われる瓦礫・砕石層が存在した。特にＡ区は大部

分が削平を受けており、調査の中心はＢ区になると予想された。

第２節 調査の方法

発掘調査は、グリッド法を採用し、Ｂ区内中央部北端にあった工事用中心杭№１３３（下り線）をグ

リッド原点ＭＡ５０に設定した。このＭＡ５０から国家座標第Ｘ系座標北を求め、このラインを南北基準

とし、これに直行するラインを東西基準とした。この東西南北基準に沿って、４�×４�の方眼を組

み、東から西に昇順するアルファベット２文字と、南から北に昇順する連続した算用数字を組み合わ

せた記号をグリッド杭に記入し打設した。その際、４�方眼の南東隅に位置する杭を当該グリッド名

とした。なおＭＡ５０の座標値はＸ＝－１０，３２９．７２２、Ｙ＝－８０，２２８．４２４である。

調査は、確認調査の結果に基づき、重機によって表土除去を行い、グリッド杭を打設した。その後

砕石層や礫層を粗掘りし、遺構精査を進めた。

遺構は主に盛土整地層の上面で確認され、発見順に略記号及び番号を付して図面と写真により記録

した。ただし、掘立柱建物跡（ＳＢ）に関しては別に遺構番号を付した（ＳＢ０１など）。図面の縮尺

は１／２０を原則とし、遺構細部の図面を必要とする際には１／１０とした。写真撮影は、３５㎜のモノク

ロとカラーリバーサルフィルム及びデジタルカメラを使用した。

遺物は、遺構内出土のものは出土遺構名・出土年月日を記入したラベルとともに取り上げた。遺構

外出土遺物は、盛土整地層上面以上のものは出土地点とレベルを記録し、出土グリッド名・層位・遺

物番号・出土年月日を記入した。盛土整地層以下のものは出土グリッド・層位・出土年月日を記入し

た。

第３節 調査の経過

平成１８年１０月２日～１１月２４日まで実施した発掘調査の経過は以下のとおりである。本調査に先立っ

て９月２７日～２９日に調査区の表土除去、グリッド杭打設、調査区を囲む安全防護柵設置作業を行った。
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【第１週】１０月２日～１０月６日

調査開始。発掘機材の搬入、作業員説明会、環境整備を行う。Ａ・Ｂ区域掘り下げ作業を行う。ベ

ルトコンベアー設置。珠洲系陶器片、越前系擂鉢片出土。盛土整地層上面で柱穴・溝跡検出。

【第２週】１０月１０日～１０月１３日

Ａ区確認調査時に検出したカマド状遺構検出。Ｂ区柱穴埋土中より中世擂鉢片出土。

【第３週】１０月１６日～１０月２０日

Ｂ区基本土層断面確認、実測開始。Ｂ区粗掘り作業終了。Ｂ区西側から柱穴多数検出。

【第４週】１０月２３日～１０月２７日

Ｂ区西側に掘立柱建物跡（ＳＢ０１）確認。Ｂ区東側から柱穴多数検出。Ａ区基本土層断面図作成。

カマド状遺構完掘。

【第５週】１０月３０日～１１月２日

Ａ区精査終了。Ｂ区北側岩盤落ち込みに沿うように溝跡検出。Ｂ区東側に掘立柱建物跡（ＳＢ０２）

確認。溝跡（ＳＤ１４４）埋土中より高台付き青磁碗出土。男鹿海洋高生ボランティア４名見学。

【第６週】１１月６日～１１月１０日

悪天候が続き、調査区内の排水作業に追われた。強風のため安全防護柵の補強作業を行う。

【第７週】１１月１３日～１１月１８日

空中撮影実施。ベルトコンベアー・発電機撤収。文化庁記念物課山下信一郎調査官、脇本城跡保存

整備指導委員会（滋賀県文化財保護協会木戸雅寿氏、青森市史編さん室工藤清泰氏、宮城教育大遠藤

巌教授、男鹿市教委佐沢生涯学習課長、同泉主幹、同工藤主任）来跡。１８日遺跡見学会実施、見学者

６０名。

【第８週】１１月２０日～１１月２４日

Ｂ区ＬＳ４８・ＭＢ４６グリッドの深掘り作業。ＭＢ４６より黒色土に小骨が混入した土を検出。ＬＳ４８

では岩盤由来層中に植物腐食層が挟在し、植物腐食層から遺物は出土したが遺構は確認されず。パリ

ノ・サーヴェイ社による分析試料サンプリング実施。２４日発掘機材撤収、調査の全行程終了。

第４節 整理作業の方法と経過

調査終了後、秋田県埋蔵文化財センター中央調査課男鹿整理収蔵室において整理作業を開始した。

現場で作成した図面は点検・修正後に第２原図を作成し、遺物は洗浄・注記・接合復元作業を行っ

た。このうち一部の木製品については専門機関に保存処理を委託した。その後報告書掲載遺物を選択

し、図化・採拓を行った。整理担当者の所内異動に伴い、平成１９年度からは秋田県埋蔵文化財センター

中央調査課に整理作業の場を移し、遺構・遺物のトレース、遺物写真の撮影、原稿の作成・編集を行っ

た。

遺物のうち石製品の石質については渡部均氏（秋田県立秋田中央高校教諭）、骨の同定については

西村裕之氏（秋田市大森山動物園獣医師）、また陶磁器については、小野正敏氏・伊藤直子氏をはじ

め貿易陶磁研究会秋田大会の参加者の方々より御教示・情報提供を賜り、遺物の分類・観察表作成を

進めた。
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第４章 調査の記録

第１節 基本層序

脇本遺跡の調査区は、東西に走る県道を挟んで南北に分かれているため、北側調査区をＡ区、南側

調査区をＢ区と呼称している。以下、調査区毎の基本土層を示す。

Ａ区（第６図）

Ⅰ層：表土、県道建設時の砕石

Ⅱ層：黒褐色土（２．５Ｙ３/１）砂～シルト質、しまり・粘性弱、炭化物１％

Ⅲ層：暗灰黄色土（２．５Ｙ４/２）砂質、しまり・粘性なし、炭化物１％、丘陵由来土縞状に分布。

Ⅳ層：暗灰黄色土（２．５Ｙ４/２）砂質、しまり・粘性なし、炭化物１％、丘陵由来土ブロック１０％

Ⅴ層：暗オリーブ灰色土（２．５ＧＹ４/１）砂質、しまり・粘性なし、炭化物・焼土塊１％

表面滑らかな円礫混入、丘陵由来砂岩粒が全体的に斑に混入。

Ⅵ層：暗緑灰色土（１０ＧＹ４/１）砂～シルト質、しまり・粘性弱、炭化物１％

丘陵由来砂岩粒・ブロックが全体的に混入、Ⅶ層との境は明瞭、土師器片１点出土。

Ⅶ層：オリーブ黒色土（１０Ｙ３/２）砂質、しまり・粘性なし。

基盤上に堆積、６０㎜程度の礫や軽石も見られるが全体的に混入物は少ない。

Ⅷ層：暗オリーブ灰色土（２．５ＧＹ４/１）砂質、しまり・粘性なし。

Ｂ区（第７図）

Ⅰ層：表土 Ⅱ層：県道建設時の砕石

Ⅲ層：黒色土（１０ＹＲ１．７/１）多量の瓦礫と中世～現代までの遺物が混在、近代以降の水田耕作土。

Ⅳ層：暗灰黄色土（２．５Ｙ４/２）砂質、しまり中、粘性なし。近世期以降の盛土。

Ⅴ層：黒褐色土（１０ＹＲ２/２）シルト質に丘陵由来土・粘土ブロック混入、しまり強。

本遺跡の遺構確認面で、中世の盛土整地層。Ｂ区で層厚１０㎝程度残存するが、北側中央部で

は確認されなかった。上面から、中世～近世の陶磁器と同時に昭和２５年鋳造の１円玉も出土

したことから、本来の生活面は削平されたことが伺える。

Ⅵ層：暗オリーブ灰色土（２．５ＧＹ４/１）シルト質ブロックに暗灰黄色土（２．５Ｙ４/２）砂質が混入、

しまり強。Ⅶ層中に流れ込んだ丘陵崩落土と考えられ、Ⅴ層下で交互堆積を繰り返している。

北側中央部では本層が遺構確認面となる。

Ⅶ層：黒～暗褐色土（１０ＹＲ２/１～３/４）シルト質、未分解の植物遺体を多量に含む、しまりなし。

遺物は出土しているが、生活痕跡を示すような固く締まった面は確認されず、遺構は検出さ

れなかった。また、Ⅶ層中標高３．２�～３．５�の範囲に、砂礫及び骨灰層が分布する。

（骨灰層の骨同定については「第５章 自然科学的分析」参照）

Ⅷ層：黒～黒褐色土（１０ＹＲ２/１～３/１）シルト～砂質、未分解の植物遺体を多量に含む、しまりな

し。

Ⅸ層：緑灰色土（５Ｇ５/１）砂質、基盤上に堆積する粗粒の砂層。

― ９ ―



５０

Ｂ
４９Ｃ’

４８
ＣＤ’Ｄ Ｂ’ ４７

Ｅ
Ｅ’ ４６

Ａ’
４５

４４Ａ

４３

ＭＬＭＫ ＭＪＭＩ ＭＨＭＧＭＦ ＭＥＭＤＭＣＭＢ ＭＡ ＬＴＬＳＬＲＬＱ ＬＰＬＯ ＬＮＬＭＬＬ ＬＫ

０ ２０�
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Ⅲ層：暗灰黄色土（２．５Ｙ４/２）砂質、しまり・粘性なし、炭化物１％、丘陵由来土縞状に分布。
Ⅳ層：暗灰黄色土（２．５Ｙ４/２）砂質、しまり・粘性なし、炭化物１％、丘陵由来土ブロック１０％
Ⅴ層：暗オリーブ灰色土（２．５ＧＹ４/１）砂質、しまり・粘性なし、炭化物・焼土塊１％
Ⅵ層：暗緑灰色土（１０ＧＹ４/１）砂～シルト質、しまり・粘性弱、炭化物１％

丘陵由来砂岩粒・ブロックが全体的に混入。
Ⅶ層：オリーブ黒色土（１０Ｙ３/２）砂質、

しまり・粘性なし。
Ⅷ層：暗オリーブ灰色土（２．５ＧＹ４/１）砂質、

しまり・粘性なし。
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第６図 Ａ区基本土層図
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Ⅶ層：黒～暗褐色土（１０ＹＲ２/１～３/４）シルト質、未分解の植物遺体を多量に含む、しまりなし。
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第２節 検出遺構

本調査では、掘立柱建物跡３棟、溝跡３条、土坑７基、カマド状遺構１基、性格不明遺構１基、柱

穴様ピット１３３基を検出した。これらは、カマド状遺構を除いて全てＢ区からの検出である（第８図）。

なお出土遺物のうち、（中国産）染付については小野正敏氏、瀬戸美濃製品については藤澤良祐氏

の分類・編年に拠って記述している。

１ 掘立柱建物跡

検出した１３３基の柱穴様ピットのうち、各柱穴の配置・柱間距離・形状・規模・埋土の特徴などを

検討した結果、掘立柱建物跡３棟を確認した。

ＳＢ０１（第９図、図版１・２）

桁行５間×梁行３間の東西棟であり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。柱穴は北西端の１基が調査

区外で、柱材が残存していたものが２基あった。桁行総長は南側で９．２�（柱間距離は東から１．９�・

１．８�・１．８�・１．８�・１．９�）、梁行総長は東側で５．５�（柱間距離は北から１．９�・１．８�・１．８�）

で、２間×２間の空間２つに、北側・西側に１間の庇がつく。建物方位はＮ－２１°－Ｗ（東側梁行）

である。

遺物は、Ｐ２１より１５世紀後半～１６世紀初頭の白磁皿小片、下駄が出土した。Ｐ７埋土中およびＰ３

付近から焼けた壁土（漆喰）が出土し、他の柱穴５基にも焼土混入が確認された。またＭＢ４６・４７グ

リッドで径３～８㎝程の壁土塊が集中する範囲があったが、本建物跡および重複するＳＢ０３との関係

は不明である。

柱材が残っていたＰ１４とＰ１７の年代測定を実施した結果、それぞれ１５世紀中頃～１７世紀前半、１５世

紀後半～１７世紀前半という年代値を得た（詳細は「第５章 自然科学的分析」参照）。

なおＳＢ０３が本建物跡範囲内に位置するが、柱穴の重複はない。

ＳＢ０２（第１０図、図版１）

桁行４間×梁行３間の東西棟であり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。桁行総長は北側で９．４�（柱

間距離は東から２．３�・１．９�・１．９�・３．３�）、梁行総長は東側で５．５�（柱間距離は北から１．９�・

２．０�・１．６�）で、柱間にばらつきが見られ、やや歪んでいるが、３間×２間の空間に、南側と東側

に１間の庇がつく。建物方位はＮ－１８°－Ｗ（東側梁行）、Ｎ－１１°－Ｗ（西側梁行）である。

遺物は、Ｐ４より瀬戸美濃皿、Ｐ５より染付碗Ｃ群（１５世紀後半～１６世紀初頭）、Ｐ１２より瀬戸美

濃碗（大窯Ⅰ期）が出土した。また、Ｐ１より鳥類の上腕骨・胸骨・肋骨が出土した。

なお本建物跡はＰ１がＳＤ１４４と重複しており、これよりも新しい。

ＳＢ０３（第９図、図版２）

桁行２間×梁行１間の南北棟であり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。桁行総長は東側で４．３�（柱

間距離は北から２．２�・２．１�）、梁行総長は南側で３．３�である。建物方位はＮ－２３°－Ｗ（東側桁行）

である。

遺物は、Ｐ１より越前擂鉢（１６世紀前半）が出土した。またＰ５を除く全ての柱穴埋土に径１～７

㎜の焼土粒の混入が確認された。なお本建物跡はＳＢ０１範囲内に位置するが、柱穴の重複はない。
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第２表 掘立柱建物跡柱穴一覧

柱穴
番号 グリッド 平面形

規模（㎝） 底面標高
（�） 埋 土

長軸 短軸 深さ
ＳＢ０１
Ｐ１ ＭＣ４７ （方形） ３９ ４０ １４ ３．６２５ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ２ ＭＢ４７ 円形 ２５ ２１ １４ ３．６５８ 黒褐色シルト、粘土・炭・焼土混入
Ｐ３ ＭＢ４７ 方形 ２７ ２１ ２０ ３．５６ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ４ ＭＡ４７ 円形 ４２ ２０ ２５ ３．５９ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ５ ＭＡ４８ 円形 ３０ ２４ ９ ３．７４２ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ６ ＭＣ４６ （方形） ５５ － ２４ ３．４８９ 暗灰黄色砂質土
Ｐ７ ＭＣ４６・４７ 円形 ４２ ３８ ２６ ３．５１５ 黒褐色シルト、粘土・焼土混入
Ｐ８ ＭＢ４７ 不整方形 ４５ ４４ １７ ３．６５４ 黒褐色シルト、粘土多量・炭混入
Ｐ９ ＭＢ４７ 方形 ４３ ４０ １７ ３．６０５ 黒褐色シルト、粘土・焼土混入
Ｐ１０ ＭＡ４７ 円形 ２９ １９ １１ ３．７０１ 黒褐色シルト、粘土・炭・焼土混入
Ｐ１１ ＭＡ４７ 円形 ３５ ３３ １０ ３．７１５ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ１２ ＭＣ４６ 円形 ３６ ３２ １８ ３．５７５ 黒褐色シルト、砂・炭混入
Ｐ１３ ＭＢ４６ 円形 ４１ ３８ ２７ ３．５６５ オリーブ黒色シルト、岩盤塊・炭混入
Ｐ１４ ＭＢ４６ 不整方形 ４０ ３６ １６ ３．６１５ オリーブ黒色シルト、粘土・炭・焼土混入、

柱残存
Ｐ１５ ＭＡ４７ 不整円形 ５１ ４５ １５ ３．６６１ オリーブ黒色シルト、粘土・炭混入
Ｐ１６ ＭＣ４５・４６ 方形 ３６ ３５ １５ ３．５４６ オリーブ黒色シルト、砂混入
Ｐ１７ ＭＢ４６ 不整円形 ４６ ３６ ３０ ３．５３ オリーブ黒色シルト～砂質土、粘土・焼土混

入、柱残存
Ｐ１８ ＭＢ４６ 円形 ３５ ３２ １３ ３．６５ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ１９ ＭＡ４６ 不整方形 ４５ （４０） ２５ ３．４４６ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ２０ ＭＡ４６ （方形） ４０ （４０） ２７ ３．５１ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ２１ ＭＡ４６ 円形 ４５ ４２ ３３ ３．４６ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
ＳＢ０２
Ｐ１ ＭＡ４８ 円形 ４５ ４１ １９ ３．６５３ 黒褐色砂質土、粘土多量混入
Ｐ２ ＬＴ４８ 円形 ６０ ５３ ３８ ３．５２５ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ３ ＬＳ・ＬＴ４８ 円形 ４８ ３９ ４８ ３．４２ 黒褐色シルト、粘土・炭混入
Ｐ４ ＬＳ４８ 円形 ３７ ３１ ２７ ３．７１１ 黒褐色シルト、粘土混入
Ｐ５ ＬＲ・ＬＳ４８ 不整円形 ５５ ４２ ２８ ３．６９５ 黒褐色シルト、粘土混入
Ｐ６ ＭＡ４７ 不整円形 ３２ ２８ ２６ ３．５３１ 黒褐色砂質土、粘土多量混入
Ｐ７ ＬＳ４８ 不整方形 ３７ ３７ ３０ ３．６５９ 黒褐色シルト、砂混入
Ｐ８ ＬＳ４８ 不整方形 ５９ ５４ ４０ ３．５３ 黒褐色シルト、岩盤・炭混入
Ｐ９ ＬＲ４８ 円形 ４０ ３５ ４６ ３．４９５ オリーブ黒色シルト、岩盤・礫・炭混入
Ｐ１０ ＭＡ４７ 不整円形 ３９ ３０ ２４ ３．５７４ 黒褐色砂質土、粘土塊混入
Ｐ１１ ＬＴ４７ － － － － ３．４１２ 黒褐色シルト、粘土混入
Ｐ１２ ＬＳ４７ 円形 ５２ ５１ １９ ３．６７ 黒褐色シルト、粘土多量・炭混入
Ｐ１３ ＬＳ４７ 円形 ３５ ３０ ３８ ３．５６５ 黒褐色シルト、砂・炭混入
Ｐ１４ ＬＲ４７・４８ （円形） ４２ ３７ ４８ ３．４４ 黒褐色シルト、岩盤混入
Ｐ１５ ＭＡ・ＬＴ４７ 方形 １９ １７ １２ ３．６８ 黒褐色砂質土、粘土多量混入
Ｐ１６ ＬＳ４７ 円形 ４３ ３６ ２０ ３．７４２ 黒褐色シルト、砂・礫混入
Ｐ１７ ＬＳ４７ 不整円形 ３７ ３４ ２８ ３．６６２ 黒褐色シルト、粘土塊・炭・礫混入
Ｐ１８ ＬＲ４７ 円形 ４７ ３９ ３０ ３．６２５ 黒褐色シルト、粘土塊混入
ＳＢ０３
Ｐ１ ＭＣ４６ （方形） ３０ （３０） ２０ ３．４６ 黒色土シルト、粘土・焼土混入
Ｐ２ ＭＢ４７ 方形 ３４ ２５ ２７ ３．５９３ 黒色土シルト、粘土・焼土混入
Ｐ３ ＭＣ４６ 不整形 ４４ ３９ ４８ ３．３１９ 黒色土シルト、粘土・焼土混入
Ｐ４ ＭＢ４６ 方形 ３５ ３０ ２２ ３．６０３ 黒色土シルト、粘土・焼土混入
Ｐ５ ＭＣ４５・４６ 円形 ３１ ２８ ３６ ３．３２ 黒色土シルト、粘土混入
Ｐ６ ＭＢ４６ 不整方形 ２７ ２５ ４０ ３．４１３ 黒色土シルト、粘土・炭・焼土混入

※（ ）は推定値
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２ 溝 跡

ＳＤ１２８（第１１図）

ＭＥ４４・ＭＥ４５グリッドにあり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。平面形は幅１６～１８㎝、底面の幅

４～８㎝、深さは３㎝程度で、断面は皿形を呈する。検出長は約１．１�で、調査区西端部から北東に

伸び、ＳＫＰ１２５（確認調査時に１５世紀後半～１６世紀初頭の青磁皿出土）に切られている。東端部は

確認できなかった。遺物は出土しなかった。

ＳＤ１４４（第１２図、図版３）

ＳＢ０１・０２・０３掘立柱建物跡の北側にあり、Ⅵ層で検出した。平面形は幅１４０～１６６㎝、底面の幅２０

～５４㎝、深さは４４～６０㎝で、断面は上部が緩やかに開く逆台形を呈する。検出長は約１０．５�で、北東

～南西に伸びる。途中、岩盤の露出面を溝の北側壁として利用し、これに沿って調査区外へと伸びる。

本遺構を切るＳＫ３３の東側はラインが極端に不明瞭で確認できなかった。覆土である黒褐色シルトが

薄い膜状となりⅥ層と同化しているような状態であった。北西側丘陵から流れてきた水が、本遺構の

東端部周辺に溜まった状態であったと推察する。

本遺構はＳＫ３３・ＳＸ１３２・ＳＫＰ１５３と重複しており、これらよりも旧い。

遺物は、白磁碗皿類小片、青磁碗、青磁皿、染付碗Ｃ群、瀬戸美濃皿片多数、折敷、漆器椀、建具、

箸、土錘が出土した。また、大型鳥類の胸骨・歯骨・中手骨・指骨・尺骨・橈骨、山羊など反芻獣の

大腿骨・中足骨、馬の頸骨とともに、ヒトの脛骨（大型鳥類の可能性もある）が出土した。遺物の出

土は東側（ＳＫ３３西側～トレンチ間）に集中している。

ＳＤ１４７（第１１図）

ＬＴ５０グリッドにあり、平坦な岩盤上面を浅く掘り込んでいた。平面形は幅２２～３６㎝、底面の幅１２

～１４㎝、深さは８㎝で、断面は皿状を呈する。検出長は０．８�で、南東に伸び、岩盤斜面により途切

れる。遺物は出土しなかった。

ＳＤ１２８
ＳＤ１４７

ＳＫＰ１２５
調査区外

４．７０�
調査区外

１
３．８０�

１ 暗褐色（１０ＹＲ３/４）砂質土
しまり中 粘性なし

１
１ 暗褐色（１０ＹＲ３/２）シルト

丘陵由来粘土粒混入
しまり中 粘性中

０ ２�

第１１図 ＳＤ１２８・１４７溝跡
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３ 土 坑

ＳＫ３２（第１３図）

ＬＳ４８グリッドにあり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。平面形は長径１０２㎝×短径１００㎝の楕円形

を呈する。底面も楕円形で深さ３３㎝を測る。長軸方位は真南北である。

遺物は、染付碗Ｃ群、瀬戸天目茶碗、瀬戸美濃小片、用途不明木製品が出土した。

ＳＫ３３（第１３図、図版３）

ＬＳ４９グリッドにあり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。平面形は長径１６２㎝×短径１４０㎝の丸みを

帯びた三角形を呈する。底面は円形で南にやや傾斜し、深さ１１０～１２８㎝を測る。長軸方位はＮ－３°

－Ｅである。

明確な井戸枠や水溜め用の曲物は確認できなかったが、曲物の側材など多くの木製品が出土してい

ることから井戸の可能性も高いと考えられる。

本遺構はＳＤ１４４と重複しており、これよりも新しい。遺物は、白磁皿、青磁皿、染付碗Ｃ群、染

付皿Ｂ１群、土鈴、曲物、用途不明木製品多数が出土した。

ＳＫ３４（第１３図）

ＬＳ４９グリッドにあり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。平面形は長径９２㎝×短径８０㎝の楕円形を

呈する。底面も楕円形で西側が一段低く、深さ１９～２７㎝を測る。長軸方位はＮ－１６°－Ｗである。遺

物は出土しなかった。

ＳＫ１２４（第１３図）

ＭＥ４５グリッドにあり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。およそ１／２が調査区外へと続くため、

全体規模・形態は明確ではないが、推測される平面形は長径約１１０㎝×短径約６０㎝の長方形で、底面

も長方形で深さ３０～４２㎝を測る。長軸方位はＮ－４５°－Ｅである。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１２６（第１３図）

ＭＥ４４グリッドにあり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。およそ１／３が調査区外へと続くため、

全体規模・形態は明確ではないが、推測される平面形は長径８０㎝×短径６６㎝の不整楕円形で、底面も

楕円形で深さ１８～２６㎝を測る。長軸方位はＮ－４５°－Ｅである。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１２７（第１３図）

ＭＥ４４・ＭＥ４５グリッドにあり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。およそ３／４が調査区外へと続

くため、全体規模・形態は明確ではないが、推測される平面形は長径１３０㎝×短径８０㎝の長方形で、

底面も長方形で深さ１６㎝を測る。長軸方位はＮ－３０°－Ｗである。

遺物は、瀬戸美濃皿、京焼風陶器小片が出土した。

ＳＫ１３８（第１３図）

ＬＴ４７グリッドにあり、Ⅴ層（盛土整地層）で検出した。トレンチ掘削により半分以上失われてい

た。全体規模・形態は明確ではないが、推測される平面形は長径７０㎝×短径６０㎝の方形で、底面も方

形で深さ６０～７０㎝を測る。長軸方位はＮ－３４°－Ｗである。

本遺構はＳＫＰ１０３と重複しており、これよりも旧い。遺物は、瀬戸美濃碗、折敷、用途不明木製

品が出土した。
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ＳＫ３２ ＳＫ３３ ＳＫ３４

４．２０� ４．２０�

４．３０� １１

１ 黒色（７．５Ｙ２/１）砂質シルト
しまり中 粘性弱
丘陵由来粘土粒φ５～５０㎜ １５％混入
炭化物混入

１ 黒色（７．５Ｙ２/１）砂質シルト
しまり中 粘性弱
丘陵由来粘土粒φ２～１０㎜ １％混入

ＳＫ１２４

調査区外

ＳＫ１３８
ＳＫ１２６

３．８０�

１

ＳＫＰ１０３トレンチ
１ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）シルト

しまり中 粘性中
丘陵由来粘土粒φ５～３０㎜混入

４．１０�

調査区外
ＳＫＰ１０３１

３．８０�
ＳＫ１２７

１ 黒褐色（１０ＹＲ３/１）シルト
しまり中 粘性弱
丘陵由来粘土粒φ５～３０㎜ ５％混入

１
調査区外

１ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）シルト
しまり中 粘性中
丘陵由来粘土粒φ５～３０㎜混入

３．８０�

１

１ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）シルト
しまり中 粘性中
丘陵由来粘土粒φ５～３０㎜混入

０ ２�

第１３図 ＳＫ３２・３３・３４・１２４・１２６・１２７・１３８土坑
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〈確認面の状況〉ＳＮ１４３

Ａ

Ａ Ａ’
４．３０�

１
１ ２

２３Ｓ３ Ｓ
３トレンチ トレンチ【北側】確認面も同様

１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）シルト６０％
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）シルト４０％
明黄褐色（１０ＹＲ６/８）焼土ブロックφ１０～５０㎜ ３０％混入

２ 明褐色（７．５ＹＲ５/６）シルト しまり強 粘性中
３ 暗褐色（１０ＹＲ３/３）シルト

Ａ
’

Ｂ Ｂ’
４．３０�

Ｂ
’

２
３撹乱 １

３２１
撹乱撹乱Ｂ

【南側】確認面も同様
１ 灰黄褐色（１０ＹＲ４/２）シルト しまり中 粘性中

褐色（７．５ＹＲ４/６）焼土ブロックφ２０～４０㎜ ３０％混入
炭化物φ１０～３０㎜ １％混入

２ 明褐色（７．５ＹＲ５/６）シルト しまり強 粘性中
３ 暗褐色（１０ＹＲ３/３）シルト しまり強 粘性中

底面部は黒色（１０ＹＲ１．７/１）シルト

Ｂ
’

Ｂ
’ＳＸ１３２

Ａ Ａ’

ＳＤ１４４

Ｂ

４
．１
０
�

Ａ Ａ’
４．５０�

Ｂ

ＳＤ１４４

１

１ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）シルト
しまり中 粘性中
丘陵由来粘土ブロック混入

０ ２�

第１４図 ＳＮ１４３カマド状遺構、ＳＸ１３２性格不明遺構
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第３表 柱穴様ピット一覧

ＳＫＰ
番号

グリッド
規模（㎝） 底面標高

（�） 新旧関係 出土遺物
ＳＫＰ
番号

グリッド
規模（㎝） 底面標高

（�） 新旧関係 出土遺物
長軸 短軸 深さ 長軸 短軸 深さ

１３ ＬＳ４９ ３７ ３５ ５０．５ ３．４７５ ９８ ＭＣ４５ ３０ ２１ ４２．９ ３．１２８

１６ ＬＳ４８ ５０ ３８ １７ ３．７８４ 瀬戸鉄釉 ９９ ＭＣ４５ ２６ ２４ ２９．４ ３．３０１

１９ ＬＳ４７ （４０） ３２ ２５．１ ３．６８２ ＜ＳＫＰ１５０ １００ ＭＣ・ＭＤ４５ ４７ ４０ ３９．８ ３．１５２

２１ ＬＳ４７ ４０ ３８ ３１ ３．６４２ 瀬戸美濃 １０１ ＭＣ４５ ３３ ２５ ３１．３ ３．２７５

２２ ＬＳ４７ ５９ ５８ ２３．８ ３．７０２ １０２ ＬＳ４７ ２２ ２０ ２１．４ ３．６８４

２３ ＬＳ４７ ６０ ５３ ２０．９ ３．７３９ ＞ＳＫＰ２４ １０３ ＬＴ４７ ２２（２０） ４４ ３．４８ ＞ＳＫ１３８

２４ ＬＳ４７ （７５） ７０ ３１．１ ３．６３５ ＜ＳＫＰ２３ 瀬戸美濃 １０５ ＬＳ４６ ３４（３０） ４２ ３．６１１ ＜ＳＫＰ１０６

２７ ＬＳ４７・４８ ５２ ３８ ５０．６ ３．４３８ ＞ＳＫＰ２６ １０６ ＬＳ４６ ４０（３０）４４．４ ３．５８４ ＞ＳＫＰ１０５

２８ ＬＲ４８ ３４ ３２ ４９．３ ３．４５１ ＞ＳＫＰ２９ １０７ ＬＲ・ＬＳ４７ ３９（３５）３７．８ ３．６４４

２９ ＬＲ４８ ４５（４０）３５．２ ３．５９ ＜ＳＫＰ２８ １０８ ＬＳ４７ ２４ ２１ １４．７ ３．７６５

３０ ＬＲ４８ ４３ ３７ ２５．４ ３．６８
＞ＳＫＰ１４８ １０９ ＬＳ４７ ３２ ３０ ４８．７ ３．４４２

＞ＳＫＰ１４９ １１０ ＬＳ４７ ２５ １９ １８．３ ３．７４４

３１ ＬＲ４７ ３２ ２８ ２２．１ ３．７１６ １１１ ＬＲ４７ ３０ ２８ ３３．５ ３．６５１

６２ ＬＳ４７ （３５） ２５ ２７ ３．６７ １１２ ＬＲ４７ ４３ ３２ ２１．６ ３．７３５

６３ ＬＴ４６ ４１ ４０ ２４．９ ３．５５６ １１３ ＬＱ４７ ２８ ２５ １１．２ ３．８１４

６４ ＬＴ４６ ３０ ２２ １３ ３．６４４ １１４ ＬＱ４７ ４５ ３６ １４．４ ３．７５８

６５ ＬＴ４６ ３５ ２６ ３２．８ ３．４６８ １１５ ＬＱ４７・４８ ３７ ３５ １２．５ ３．６８５ 素焼小片

６６ ＬＴ４６ ４０ ３０ １４．７ ３．６４３ １１６ ＬＱ４８ ２９ ２３ １５．５ ３．７０２

６７ ＬＴ４７ ３８ ２５ ２０．７ ３．５６９ １１７ ＬＴ４６・４７ ２５ ２０ ２９．４ ３．５４５

６８ ＭＡ・ＬＴ４７ ３３ ３１ ３０ ３．４６９ １１８ ＬＴ４７ ２８ ２２ １６．４ ３．５９６ 陶片（産地不明）

６９ ＭＡ４７ ４６ ４４ ３４．５ ３．４６３ １１９ ＬＲ４９ ３６ １９ １６．９ ３．７４１

７０ ＭＡ４７ ５５ ３０ １７．１ ３．６５３ １２０ ＬＲ４９ ３０ ２２ １８．３ ３．６２４

７１ ＭＡ４７ ４１ ３９ ２３．１ ３．５６７ １２１ ＬＳ４８ ２８ ２４ ３２ ３．５７２ 礎石あり

７２ ＭＡ４７ ３１ ２９ １６．６ ３．６４５ １２２ ＭＥ４５ （４５） ４１ ２４．８ ３．２３７

７３ ＭＡ４７ ３８ ４１ １４ ３．６６２ １２３ ＭＥ４５ ４５（３０）５７．７ ２．９４１

７４ ＭＡ４７ ４０ ３７ ２３．２ ３．５７４ １２５ ＭＥ４５ ５５ ４４ １６．７ ３．２０５ ＞ＳＤ１２８ 青磁皿

７５ ＭＡ・ＭＢ４７ ２８ ２３ １５ ３．６５ １２９ ＬＴ４７ ２０ １８ ９．８ ３．６７

７６ ＭＡ４７ ３３ ３３ １５．５ ３．６４５ １３０ ＭＡ４７ ２１ ２０ １３．４ ３．６８６

７７ ＭＢ４７ ４３（３０）１２．７ ３．５４７ ＜ＳＫＰ１５１ １３１ ＭＡ４８ ２９ ２２ ２２．２ ３．５６６

７８ ＭＢ４７ ３３ ２４ ３６．８ ３．４４２ 柱残存 １３３ ＬＴ４６ ３１ ２４ １３．１ ３．６４５ ＞ＳＫＰ６６

７９ ＭＢ４７ ４０ ２７ ２０．３ ３．６０７ 柱残存 １３４ ＬＴ４６ ２５ ２０ １９ ３．５８７

８０ ＭＢ４７ ２７ ２５ １６ ３．６２３ 染付碗Ｃ １３５ ＬＴ４６ ４２（３０）２４．６ ３．５１７

８１ ＭＢ４７ ３９ ２１ ４１．８ ３．３４ 瀬戸美濃、柱残 １３６ ＭＡ４６ ４０ ３７ ２３．９ ３．５２２

８３ ＭＢ４６ ３０ ２７ ２６．２ ３．５４７ 焼土混入 １３７ ＭＡ４７ ３０ ２８ ２４．１ ３．５６９ ＞ＳＫＰ７１

８６ ＭＢ４６ ２９ ２６ １０．５ ３．７２２ １４１ ＭＣ４６ ２８（３７） ３１ ３．３８

８７ ＭＣ４７ ４０ ３４ １８ ３．５０４ １４２ ＭＢ４６ ２３（２１） １９ ３．５１

８９ ＭＣ４６ ２５ ２２ １２ ３．５６４ １４８ ＬＲ４８ （５０） ３４ １５．８ ３．７７８ ＜ＳＫＰ３０

９０ ＭＣ４６ ２２ ２１ ９ ３．５４５ １４９ ＬＲ４８ （３５） ２３ ２８．８ ３．６３７ ＜ＳＫＰ３０

９２ ＭＤ４６ ４８ ３０ ４７．９ ３．１３２ 木製品 １５０ ＬＳ４７ ３８ ３５ ３９．７ ３．５３６ ＞ＳＫＰ１９

９３ ＭＣ４５ ３２ ３０ ２８ ３．２６４ １５１ ＭＢ４７ ３２ ２７ ２８．４ ３．４６９ ＞ＳＫＰ７７

９４ ＭＣ４５ ２８（２０）３３．７ ３．２０３ ＜ＳＫＰ９５ １５２ ＭＡ４９ ２０（１９） １７ ４．５４

９５ ＭＣ４５ ４４ ４１ ２５ ３．３０５
＞ＳＫＰ９４ １５３ ＭＡ・ＬＴ４８ ２０（２０） ２４ ３．９ ＞ＳＤ１４４

＞ＳＫＰ９６ １５４ ＭＡ４６ （２０）（１５） １８ ３．５２ ＜ＳＫＰ１５５

９６ ＭＣ４５ （３０） ２１ ３６．８ ３．１７４ ＜ＳＫＰ９５ １５５ ＭＡ４６ ２７（２０） ２４ ３．４５ ＞ＳＫＰ１５４

９７ ＭＣ４５ ３５ ２６ ２３．６ ３．３１９

※重複する遺構は新＞旧で表す。（ ）は推定値
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４ カマド状遺構

ＳＮ１４３（第１４図、図版３）

Ａ区ＭＩ・ＭＪ４６グリッドにあり、Ⅳ層上面で検出した。確認調査時に検出された遺構で、トレン

チ掘削により３／４以上が失われていた。全体像は不明だが、赤褐色、暗赤褐色に変色した範囲と煙

道状の小さい穴を確認したことから、カマド状遺構として精査した。煙道排出孔の径はおよそ２５㎝と

推定される。天井部崩壊土は特に認められず、自然埋没したと考えられる。遺物は出土しなかった。

南西側の検出面で比較的径の大きな炭化物が多く見られる範囲があったが、焼土などがないことか

ら本遺構との関連はわからなかった。

５ 性格不明遺構

ＳＸ１３２（第１４図）

ＬＴ４７・４８グリッドにあり、Ⅵ層で検出した。平面形は長径１０２㎝×短径１００㎝の楕円形を呈し、底

面も楕円形で深さ１２９㎝を測る。長軸方位は真南北である。

本遺構はＳＤ１４４と重複しており、これよりも新しい。遺物は出土しなかった。

６ 柱穴様ピット

検出した１３３基のうち、掘立柱建物跡に属するものを除き「第３表 柱穴様ピット一覧」に示す。

第３節 出土遺物

脇本遺跡からは、土器・陶磁器・木製品・土製品・石製品・金属製品など多様な遺物が出土した。

陶磁器は約１０００点もの出土があったが、大部分が小破片であるため、産地の特定や器種の分類が困難

なものが多い。木製品はＢ区のⅢ・Ⅶ層中から大量に出土したが、完形品はほとんどない。また加工

痕は確認できるものの、用途不明な製品が多い。

以下出土遺物の概要を記すが、本報告書で図化した遺物の詳細については「第４～６表 出土遺物

一覧」に示す。

１ 中世期以前の遺物

弥生土器・須恵器を図示した（第１５図－１～３）。その他土師器（弥生土器の可能性があるもの含

む）１５点、須恵器１０点が出土したが、いずれも遺構外からの断片的な出土である。発掘調査範囲内で

はＡ区Ⅳ層、Ｂ区Ⅴ層・Ⅵ層以下の遺構面は確認されなかったため、北側丘陵から流れ込んだものと

判断した。

２ 中世期以降の遺物

貿易陶磁器（第１５－４～第２０図、巻頭図版２、図版３～５）

白磁は約１００点出土した（第１５図－４～９）が、ほとんどが小破片である。口縁部や高台部が残っ

ているものを観察すると、大部分は碗皿類と見られ、年代は１５世紀後半～１６世紀初頭である。

―２５―



青磁は３９点出土した（第１５図－１０～第１６図－１４）。１５世紀後半から１６世紀初頭の龍泉窯系青磁が主

体となっている。器種は、碗・皿の他に小片ではあるものの、盤が２点出土している（第１６図－１３・

１４）。盤は所持する人物の権威を示す「威信財」と考えられる。本遺跡で出土した青磁は、焼成が不

良のものや、被熱のため表面が気泡状になったり、割れ口がギザギザしている製品が目立つ。

染付は約１２０点出土した（第１７～２０図）。年代は１５世紀後半から１６世紀初頭のものが主体である。器

種は小野正敏氏の分類による碗Ｂ・Ｃ（一部Ｄの可能性あり）・Ｅ群、皿Ｂ１・Ｃ・Ｅ群が出土して

いる。青磁同様に被熱の痕跡があるものが多い。

朝鮮陶器は、被熱しているが韓国西南部諸窯の朝鮮王朝時代の製品と考えられる白磁碗（もしくは

皿）の高台部が出土した（第１６図－１５）。釉は乳白色、胎土は明褐色である。

国産陶磁器（第２１～２２図、図版５～６）

脇本遺跡の出土陶磁器の中で、最も多いのが瀬戸美濃で約４００点を数える（第２１図－１～２３）。年代

は大窯Ⅰ期が主体である。器種は碗・皿が多く、大部分が灰釉の製品であるが、鉄釉の天目茶碗・壺・

蓋も出土した。また図示していないが羽釜小片も出土した。

珠洲系陶器は壺甕類の体部片２点、壺の肩部片１点、擂鉢片１点が出土した（第２２図－１～４）。

越前焼は壺甕類・擂鉢が出土した（第２２図－５～９）。ＳＢ０３Ｐ１出土擂鉢片（６）は脇本城跡出

土のものと酷似しており、年代は１６世紀前半と考えられる。

かわらけも１点出土した（第２１図－２４）。手づくねであるが、胎土が精良で器壁が薄く、年代は１６

世紀と見られる。

図示していないが、近世以降の製品は大部分が肥前産と考えられる。唐津焼は胎土目積・砂目積と

も出土している。ＳＫ１２７からは淡黄色で比較的緻密な胎土をもつ京焼風陶器片が、瀬戸美濃反り皿

とともに出土している。また１７世紀後半から１８世紀のものと見られる見込蛇目釉剥ぎ皿が２点出土し

ている。磁器は初期伊万里と思われる筒型碗をはじめ、染付片が多数出土している。

土製品（第２２図、図版６）

１０は墨・朱で絵付けされた土鈴でＳＫ３３から出土した。１１～１３は、やや厚みのある円盤状で中心部

に孔が空いている。１４も円盤状だが、片面が凹み、植物の線刻文様が施されている。１１～１４は同一層

からの出土である。１５～２０は土錘で、全体では８０点（うち１点陶錘）、遺構内ではＳＢ０２Ｐ１０・ＳＫ

３３・ＳＤ１４４から出土した。ＬＴ４８グリッドⅣ層中では一地点から３３点もの一括出土が見られ、廃棄

された漁網に伴うものと考えられる。

木製品（第２３～３３図、図版６）

食膳具（漆器・曲物・折敷・蓋・箸など）、漁具（浮子）、装身具（下駄・櫛）宗教・呪術具（塔婆・

形代）、建具と見られる加工品など数多くの木製品が出土した。用途が不明な製品も多い。

漆器は６点出土した（第２３図）。１・３には二次的な穿孔が見られ、柄杓に転用されたことが伺え

る。また３には「吉ヵ」の銘も見られる。４は高台部が十字に割れた状態で出土している。６は蓋で、

縁にも漆が施されており、中央に「石ヵ」の銘が見られる。

曲物（第２４図）は底板または側材のみの出土が多かったが、４はほぼ完形で出土した。把手（第２５

図－１３）は盛土整地層中から出土した。折敷（第２６・２７図）は、様々なサイズの製品が出土している。

長さが１０㎝以下の小型製品は、供物をのせる三宝の可能性もある。曲物や折敷の底板には刃傷が目立
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ち、俎板に転用されたことが伺える。

塔婆は４点出土した（第３１図１～４）。全て欠損しており下端部は確認できない。１は頭部が平ら

で黒く縁取られ、一段の切り込みを持ち「地蔵菩薩（蔵は異体字）」と記されている。２は頭部も欠

損しているが「□七月」とある。□は判読できなかった。３も頭部欠損のため形状は不明であるが「□

七月十四」と確認できる。４は他に比べてやや厚く、するどい山形の頭部に二段の切り込みと二条の

墨横線を持ち、脇本城跡笹塔婆分類のⅡ類にあたると考えられる。文字は確認できなかった。６は人

形と思われ、一段の切り込みと、体部に「女ヵ」の文字が確認できる。

蒲鉾板と見られる木製品も出土した（第３１図－１２）。魚のすり身を板の広い部分に付けて炙ったも

ので、蒲鉾が現在の形態になったのは、１８世紀以降と考えられている。

石製品（第３３図）

８は石臼で、厚さ約３㎝で剥離した状態で出土した。材質は玄武岩で黒っぽい。９は灰白色の非常

に石目が細かい仕上砥で、表裏及び両側面に使用痕が見られる。１０は中砥で断面が三角形を呈し、表

裏及び側面に使用痕が見られる。１１は滑らかな表面で、中央部に径約１２㎜の小さな凹みがあり、その

凹みの外縁は被熱で変色している。９～１１の材質は全て流紋岩質凝灰岩である。

金属製品、銭貨（第３４図）

１は灯明皿で、足と把手が付いていたと見られる。２は環状鉄製品である。３は蹄鉄である。その

他釘（４）、刀子（７）、鎌（８）などの製品が出土したが、いずれも銹化が著しい。

銭貨は４３点出土したが、うち１１点は銭銘を判読できなかった。全体で最も多いのは洪武通寶（明：

初鋳１３６８年）で１０点出土した。遺構内出土は１点（１７）で、ＳＤ１４４から元豊通寶（北宋：初鋳１０７８

年）が出土した。

その他の遺物では、直径約７㎝の炭化米の塊、桃・胡桃等の種子類、骨類（ヒトと思われる大腿骨・

猪の頭骨・肉食動物の下顎骨・牛や鹿等反芻獣の頚骨・馬の臼歯など）が出土した。
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九州近世陶磁学会 『九州陶磁の編年－九州近世陶磁学会１０周年記念－』 ２０００（平成１２）年

小野正敏 『図解・日本の中世遺跡』 東京大学出版会 ２００１（平成１３）年

江戸遺跡研究会編 『図説 江戸考古学研究事典』 柏書房 ２００１（平成１３）年

男鹿市教育委員会 『国指定史跡 脇本城跡－船川港重要港湾道路改修工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』 男鹿市文

化財調査報告 第２９集 ２００５（平成１７）年

藤澤良祐 『日本の遺跡５ 瀬戸窯跡群』 ㈱同成社 ２００５（平成１７）年

神田和彦 「安東氏と秋田湊－秋田平野出土の陶磁器－」 『出羽の出土陶磁器－安東氏とその時代－』 日本貿易陶磁研究

会秋田大会資料集 ２００７（平成１９）年
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第４表 出土遺物一覧（１）土器・陶磁器

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種 時 期 出 土 位 置
口径 底径 器高

備 考
（㎝） （㎝） （㎝）

１５ １ 弥生土器 甕 ＭＡ４８Ⅵ層上面 （１８．０） － －

１５ ２ 須恵器 壺 ＬＴ４９Ⅴ層上面 （１４．０） － －

１５ ３ 須恵器 甕 ＬＴ４７Ⅴ層 － － －

１５ ４ ３ 白磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＡ４７Ⅵ層上面・ＭＢ４６Ⅴ層 （７．６）（１３．０） ２．９５ 端反皿

１５ ５ ３ 白磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＫ３３ （１４．２） － － 端反皿

１５ ６ ３ 白磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＣ４６Ⅴ層上面 － （８．０） － 高台部のみ

１５ ７ ３ 白磁 皿 ＬＲ４７Ⅴ層 － （６．６） － 高台部のみ

１５ ８ ３ 白磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＡ４８Ⅳ層・排土 － （５．６） － 高台部のみ

１５ ９ ３ 白磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＲ４７Ⅴ層 － （５．８） － 高台部のみ

１５ １０ ３ 青磁 碗 １４Ｃ ＬＲ４８Ⅶ層 － － － 連弁文

１５ １１ 巻頭２ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＤ１４４ １３．９ ４．５ ７．１ 連弁文・焼成不良・ＬＴ４９で出土

１５ １２ ３ 青磁 碗 １５Ｃ後半 ＭＡ４８Ⅳ層 （１２．０） － － 連弁文

１５ １３ ３ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＤ１４４ （１４．０） － － 連弁文

１５ １４ ３ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４９Ⅲ層 （１２．０） － － 連弁文

１５ １５ ３ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＱ４８Ⅴ層上面 － － － 連弁文・被熱痕あり

１５ １６ ３ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＲ４７Ⅴ層 （１４．０） － － 被熱の為、表面水泡状

１５ １７ ３ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ５０Ⅲ層 （１２．０） － － 細連弁文・焼成不良

１５ １８ ３ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＴ５０Ⅲ層 （１４．０） － － 被熱の為、表面水泡状

１５ １９ ３ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＲ４７Ⅳ・Ⅴ層上面 － － － 連弁文・見込部に画花文

１５ ２０ ３ 青磁 碗 １５Ｃ前半 ＭＡ４６Ⅶ層 － － － 外面体部に平行沈線

１５ ２１ 青磁 碗 １５Ｃ前半 ＭＡ４８Ⅳ層 － － － 口縁部内湾

１５ ２２ ３ 青磁 碗 １５Ｃ中頃 確認調査トレンチ （１４．０） － － 被熱痕あり

１５ ２３ ３ 青磁 碗 １５Ｃ中頃 ＬＳ４８Ⅶ層 （１７．０） － － 雷文帯・文様あり・被熱痕あり

１５ ２４ 青磁 碗 ＬＳ５０Ⅲ層 （１２．０） － － 被熱のため光沢がない

１６ １ 青磁 碗 確認調査トレンチ （１４．０） － －

１６ ２ 青磁 碗 ＭＡ４６Ⅳ層・ＭＡ４７Ⅵ層 － － －

１６ ３ ４ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＴ４９Ⅲ層 － （４．６） － 見込部に櫛描文様・焼成不良・被熱痕あり

１６ ４ ４ 青磁 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４８Ⅶ層 － （５．０） － 貫入・被熱痕あり・龍泉窯系

１６ ５ ４ 青磁 皿 １５Ｃ前半 ＬＳ４８Ⅴ層上面 － （６．０） － 見込部に沈線と文様・被熱ではじけた？

１６ ６ 巻頭２ 青磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＴ５０Ⅲ層 （１２．５） ５．３ ３．０ 稜花皿・被熱ではじけている

１６ ７ ４ 青磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＲ４７Ⅴ層 （１４．２）（７．６） （２．９） 稜花皿・内面に櫛描文様・焼成不良

１６ ８ ４ 青磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＫ３３ （１０．９） － － 稜花皿・漆継ぎによる修繕痕あり

１６ ９ ４ 青磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４９Ⅴ層上面 （１２．０） － － 腰折皿・被熱痕あり

１６ １０ ４ 青磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 確認調査トレンチ （１２．０） － － 稜花皿・被熱の為表面水泡状、断面煤付着

１６ １１ ４ 青磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 確認調査トレンチ埋土 （１２．０） － － 腰折皿

１６ １２ ４ 青磁 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＫＰ１２５ （１０．０） － － 腰折皿

１６ １３ ４ 青磁 盤 １４Ｃ後半 ＬＴ５０Ⅲ層 － － －

１６ １４ ４ 青磁 盤 １４Ｃ後半 ＭＤ４５Ⅲ層 － － － 腰部に連弁文

１６ １５ ４ 朝鮮陶器 碗 １６Ｃ ＭＢ４７Ⅴ層・ＭＣ４６Ⅴ層上面 － ４．６ － 被熱痕あり

１７ １ ４ 染付 碗 １５Ｃ後半 ＬＳ４８Ⅴ層上面 （１４．０） － － 碗Ｂ新

１７ ２ ４ 染付 碗 １６Ｃ後半 ＬＴ４８Ⅲ層 （１２．０） － － 碗Ｅ

１７ ３ 巻頭２ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４９Ⅲ、Ⅴ上面、Ⅶ・ＬＳ５０Ⅶ層 １４．０ ５．０ ６．１ 碗Ｃ・被熱痕あり

１７ ４ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４７Ⅴ層上面 （１２．０） － － 碗Ｃ

１７ ５ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＢ０２Ｐ５ （１２．０） － － 碗Ｃ

１７ ６ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４７Ⅴ層 （１２．０） － － 碗Ｃ

１７ ７ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４８Ⅴ層 （１２．０） － － 碗Ｃ・第１７図－８と同一個体

１７ ８ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＴ４８Ⅴ層 － （４．８） － 碗Ｃ・第１７図－７と同一個体

１７ ９ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ５０Ⅲ層 － （７．８） － 碗Ｄか・被熱痕あり

１８ １ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＱ５０Ⅲ層 （１２．０） － － 碗Ｃ

１８ ２ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４９Ⅲ層 （１２．０） － － 碗Ｃ

１８ ３ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ５０Ⅲ層 （１０．０） － － 碗Ｃ

１８ ４ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＲ４７Ⅶ層 （１２．０） － － 碗Ｃ

１８ ５ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＫＰ８０ （９．８） － － 碗Ｃ

１８ ６ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＫ３２ － － － 碗Ｃ

１８ ７ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＫ３３ － － － 碗Ｃ・被熱痕あり

１８ ８ ４ 染付 碗 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＫ３３ － － － 碗Ｃ・被熱痕あり

１８ ９ ４ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＢ４６Ⅶ層 － （８．０） － 皿Ｂ１か

※（ ）は推定値
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第５表 出土遺物一覧（２）土器・陶磁器

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種 時 期 出 土 位 置
口径 底径 器高

備 考
（㎝） （㎝） （㎝）

１８ １０ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 Ｂ区表採 （１１．８）（６．４） ２．６ 皿Ｂ１

１８ １１ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＳＫ３３ （１０．０）（４．８） ２．０ 皿Ｂ１・被熱痕あり

１８ １２ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４７Ⅶ層・ＬＳ５０Ⅶ層 （１１．６） － － 皿Ｂ１・破片によって被熱痕あり

１８ １３ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＢ４６Ⅶ層 （９．４） － － 皿Ｂ１

１８ １４ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＤ４５Ⅴ層上面 （１２．０） － － 皿Ｂ１

１８ １５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＡ４７Ⅵ層上面 （１２．０） － － 皿Ｂ１

１８ １６ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４７Ⅶ層 （１２．０） － － 皿Ｂ１

１８ １７ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＡ４７Ⅵ層 （１２．０） － － 皿Ｂ１

１８ １８ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＲ４７Ⅶ層 （１４．０） － － 皿Ｂ１・漆継ぎによる修繕痕あり

１８ １９ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＲ４７Ⅴ層上面 （１３．０） － － 皿Ｂ１・黄味を帯び貫入が入る

１９ １ 巻頭２ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 確認調査トレンチ （１０．０）（４．４） （２．１） 皿Ｂ１

１９ ２ ５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＡ４８Ⅳ層 （１３．８）（８．０） ２．５ 皿Ｂ１

１９ ３ ５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＢ４７Ⅴ層 － （６．８） － 皿Ｂ１

１９ ４ ５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＴ５０Ⅲ層 － （６．６） － 皿Ｂ１・被熱痕あり

１９ ５ ５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ４７Ⅴ層上面 － （５．８） － 皿Ｂ１

１９ ６ ５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＴ４６Ⅴ層 － （６．２） － 皿Ｂ１

１９ ７ ５ 染付 皿 備考参照 確認調査トレンチ － （８．０） － 皿Ｅ・１６Ｃ第３四半期～第４四半期

２０ １ ５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＢ４６Ⅶ層 － （８．２） － 皿Ｅ・被熱ではじけている

２０ ２ ５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＭＢ４７Ⅴ層 － （１６．６） － 皿Ｅ

２０ ３ ５ 染付 皿 １６Ｃ後半 ＭＢ４７Ⅴ層上面 － （８．２） － 皿Ｅ

２０ ４ ５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＲ４７Ⅳ層 － （４．６） － 皿Ｃ・被熱ではじけた？

２０ ５ ５ 染付 皿 １５Ｃ後～１６Ｃ初 ＬＳ５０Ⅲ層・Ⅴ層上面 （１１．３） ３．２ ２．９５ 皿Ｃ・被熱痕あり

２０ ６ ５ 染付 皿 １６Ｃ前半 ＬＳ５０Ⅲ層 （１１．３）（４．０） ３．０ 皿Ｃ新・被熱痕あり

２１ １ ５ 瀬戸美濃 碗 大窯Ⅰ ＬＴ４９Ⅲ層 （１１．８） ５．０ ６．３ 青磁模倣・破片によって被熱痕あり

２１ ２ 瀬戸美濃 碗 大窯Ⅰ ＳＢ０２Ｐ１２ （１１．８） － － 漆継ぎによる修繕痕あり

２１ ３ 瀬戸美濃 碗 大窯Ⅰ ＳＫＰ２４ （１１．８） － － 青磁模倣

２１ ４ 瀬戸美濃 碗 ＳＫ３２ （１１．８）（４．８）（５．５５） 鉄釉・天目茶碗・断面煤付着

２１ ５ 瀬戸美濃 碗 ＬＳ４７・４８Ⅴ層上面・４９Ⅲ層 （１２．６） － － 鉄釉・天目茶碗

２１ ６ 瀬戸美濃 皿 大窯Ⅰ ＬＳ５０Ⅶ層 － （６．４） － 印花文

２１ ７ 瀬戸美濃 皿 大窯Ⅰ ＬＳ４９Ⅴ層 （１１．４）（５．６） ２．９ 印花文・碁笥底

２１ ８ 瀬戸美濃 皿 大窯Ⅰ ＬＳ４９Ⅲ層・Ⅴ層・Ｂ区表採 １１．４ ５．７ ２．５ 印花文

２１ ９ 瀬戸美濃 皿 大窯Ⅰ ＬＳ４９Ⅲ層 （９．０） （４．８） ２．５ 印花文

２１ １０ ５ 瀬戸美濃 皿 ＬＲ５０Ⅴ層上面 ８．２ ４．０ １．９ 印花文

２１ １１ 瀬戸美濃 皿 ＬＳ４９Ⅲ層 （１２．０）（６．１） ２．３ 被熱痕あり

２１ １２ 瀬戸美濃 皿 ＬＳ４９Ⅲ層 （１０．６）（６．２） ２．５ 被熱痕あり

２１ １３ 瀬戸美濃 皿 ＬＳ４９Ⅲ層 （１１．５）（６．２） ２．９

２１ １４ 瀬戸美濃 皿 ＬＳ４８Ⅶ層 （１１．０）（６．２） ２．２ 被熱痕あり

２１ １５ 瀬戸美濃 皿 ＭＢ４８Ⅲ層 １１．８ （６．３） ２．８

２１ １６ 瀬戸美濃 皿 ＬＳ４９Ⅲ層 （１１．２） ５．８ ２．５

２１ １７ 瀬戸美濃 皿 ＬＳ４９Ⅲ層 （１０．８） － －

２１ １８ 瀬戸美濃 皿 ＬＲ４７Ⅳ層 （１１．４）（６．９） ３．１

２１ １９ 瀬戸美濃 皿 ＳＤ１４４ （１１．０）（４．６） －

２１ ２０ 瀬戸美濃 皿 トレンチ埋土 － （６．６） －

２１ ２１ 瀬戸美濃 皿 ＬＴ４８Ⅴ層上面 － ５．６ －

２１ ２２ 瀬戸美濃 蓋 ＭＡ４７Ⅴ層 （５．４）（４．０５） １．０ 鉄釉

２１ ２３ 瀬戸美濃 壺 １６Ｃ後半 ＭＢ４７Ⅳ層 － － － 鉄釉・茶壺

２１ ２４ かわらけ 皿 １６Ｃ ＬＰ４８Ⅶ層 （１３．６）（７．８） １．８５ 手づくね・被熱の為断面に煤付着

２２ １ 珠洲系 壺甕類 ＬＲ４７Ⅶ層 － － －

２２ ２ 珠洲系 壺甕類 ＭＣ４６Ⅴ層 － － －

２２ ３ 珠洲系 壺 ＬＴ４９Ⅲ層 － － －

２２ ４ 珠洲系 擂鉢 ＬＳ４８Ⅶ層 － － －

２２ ５ ６ 越前 擂鉢 １６Ｃ前半 ＭＡ４６Ⅴ層上面 （３０．０） － －

２２ ６ ６ 越前 擂鉢 １６Ｃ前半 ＳＢ０３Ｐ１ （３８．０） － － 被熱痕あり

２２ ７ ６ 越前 擂鉢 １６Ｃ前半 ＬＰ４７Ⅴ層上面 （３０．０） － －

２２ ８ 越前 壺 ＭＤ４５Ⅴ層 （１６．０） － － 茶壺

２２ ９ 越前 壺甕類 ＬＳ４９Ⅴ層上面 － （２０．０） －

※（ ）は推定値

第３節 出土遺物

―４９―



第６表 出土遺物一覧（３）土製品・木製品・石製品・金属製品・銭貨

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種 出土位置 法量（㎝） 備 考
挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種 出土位置 法量（㎝） 備 考

２２ １０ ６ 土製品 鈴 ＳＫ３３ 長（３．８）厚２．７幅（２．８） 墨朱絵付 ３０ ３ 木製品 下駄 ＬＳ５０Ⅲ層 長１５．１高３．０幅８．４

２２ １１ ６ 土製品 円盤状 ＭＢ４６Ⅶ層 径２．７厚０．６ 有孔 ３０ ４ 木製品 下駄 ＬＳ４９Ⅲ層 長（１５．４）高４．０幅７．９ 一部炭化

２２ １２ 土製品 円盤状 ＭＢ４６Ⅶ層 径２．６５厚１．３５ 有孔 ３１ １ ６ 木製品 塔婆 確認調査トレンチ 長（１３．６）厚０．３幅３．６

２２ １３ 土製品 円盤状 ＭＢ４６Ⅶ層 径３．１５厚１．１５ 有孔 ３１ ２ ６ 木製品 塔婆 確認調査トレンチ 長（１１．８）厚０．３幅２．８

２２ １４ ６ 土製品 円盤状 ＭＢ４６Ⅶ層 径３．４厚０．７ 線刻文様 ３１ ３ ６ 木製品 塔婆 確認調査トレンチ 長（９．２）厚０．４幅３．８

２２ １５ 土製品 土錘 ＬＴ４８Ⅴ層上面 長５．９５径５．１［１４０．２�］ ３１ ４ ６ 木製品 塔婆 確認調査トレンチ 長（１５．５）厚１．０幅（３．３）

２２ １６ 土製品 土錘 ＬＴ４８Ⅴ層上面 長６．８径４．７［１２４．５�］ ３１ ５ ６ 木製品 舟形 ＬＳ４９Ⅲ層 長１６．７厚１．８幅３．５

２２ １７ 土製品 土錘 ＳＫ３３ 長６．８径４．３５［８４．９�］ ３１ ６ ６ 木製品 人形 ＬＳ５０Ⅶ層 長１１．８厚０．４幅２．７

２２ １８ 土製品 土錘 ＳＤ１４４ 長７．１５径５．５５［１８２．５�］ ＬＴ４９出土 ３１ ７ 木製品 不明 ＬＳ４９Ⅲ層 長（１０．９）厚０．２幅１．６

２２ １９ 土製品 土錘 ＳＤ１４４ 長５．１径３．０５［３３．３�］ ３１ ８ 木製品 不明 ＬＳ４８Ⅶ層 長（１９．２）厚０．５幅２．３

２２ ２０ 土製品 土錘 ＭＢ４６Ⅶ層 長４．４径３．７［７４．２�］ ３１ ９ 木製品 不明 確認調査トレンチ 長（２２．２）厚１．５５幅３．３

２３ １ ６ 木製品 漆塗椀 ＬＲ５０Ⅶ層 口－底７．２高－ ３１ １０ 木製品 杓子 確認調査トレンチ 長１８．９厚１．０幅（４．５）

２３ ２ 木製品 漆塗椀 ＬＲ５０Ⅶ層 口（１５．０）底７．４高５．６ ３１ １１ 木製品 不明 ＬＳ４８Ⅶ層 長２３．７厚０．６幅２．５５

２３ ３ ６ 木製品 漆塗椀 ＳＤ１４４ 口－底７．４高－ ＬＳ４９出土 ３１ １２ 木製品 蒲鉾板か 確認調査トレンチ 長１２．４厚０．２幅２．０

２３ ４ 木製品 漆塗椀 ＬＳ４９Ⅴ層 口－底７．０高－ ３１ １３ 木製品 櫛 ＬＳ５０Ⅲ層 長（１．４）厚１．２幅８．１

２３ ５ 木製品 漆塗椀 ＬＳ４９Ⅲ層 口－底（６．０）高－ ３２ １ 木製品 不明 ＬＳ４８Ⅶ層 長（５５．２）厚１．９幅２．１

２３ ６ ６ 木製品 漆塗蓋 ＬＳ４９Ⅶ層 長（７．０）厚０．６幅７．１５ ３２ ２ 木製品 不明 ＬＳ４８Ⅶ層 長（２３．６）厚１．３幅２．０

２４ １ 木製品 曲物底板 ＭＢ４８Ⅶ層 径２３．８厚１．５ ３２ ３ 木製品 不明 ＳＤ１４４ 長２３．５厚１．４幅１．７５ ＬＴ４８出土

２４ ２ 木製品 曲物底板 ＬＳ４８Ⅶ層 径２３．８厚１．１ ３２ ４ 木製品 不明 確認調査トレンチ 長（２０．６）厚０．９幅１．５

２４ ３ 木製品 曲物底板 ＬＳ４８Ⅶ層 径（２０．９）厚０．６ ３２ ５ 木製品 不明 ＳＤ１４４ 長（１８．４）厚０．４幅１．５

２４ ４ ６ 木製品 曲物 ＬＴ４９Ⅲ層 径２４．３高８．０底厚１．０ ３２ ６ 木製品 不明 ＭＢ４６Ⅶ層 長（１６．２）厚３．０幅１．８

２４ ５ 木製品 曲物底板 ＬＳ５０Ⅲ層 径（２３．０）厚１．０ ３２ ７ 木製品 不明 ＭＢ４６Ⅶ層 長２３．２厚０．４幅（１．９）

２４ ６ 木製品 曲物底板 ＬＲ４７Ⅶ層 径（２１．７）厚０．９ ３２ ８ 木製品 不明 ＬＳ４９Ⅴ層上面 長９．７厚０．５幅２．７５

２４ ７ 木製品 曲物底板 ＳＫ３３ 径１０．０厚０．９ ３２ ９ 木製品 不明 確認調査トレンチ 長３８厚２．３幅（１３．０）

２５ １ 木製品 曲物底板 ＬＳ４８Ⅶ層 径（１６．２）厚０．８ ３２ １０ 木製品 不明 ＬＳ４８Ⅶ層 長（４６．５）厚２．３幅（１４．５）

２５ ２ 木製品 蓋 ＳＤ１４４ 径２２．２厚１．１ ＬＴ４８出土 ３３ １ 木製品 不明 ＬＳ４９Ⅲ層 長３５．３厚０．９幅８．３

２５ ３ 木製品 蓋 確認調査トレンチ 径（２３．８）厚０．９ ３３ ２ 木製品 不明 ＬＳ４８Ⅶ層 長１６．７厚２．８幅６．５

２５ ４ 木製品 蓋 確認調査トレンチ 径（２８．５）厚１．３ ３３ ３ 木製品 不明 ＬＳ４８Ⅶ層 長１２．６厚１．１幅９．１

２５ ５ 木製品 箸 ＬＳ４８Ⅶ層 長２０．０厚０．６５幅０．４ ３３ ４ 木製品 不明 確認調査トレンチ 長（１０．０）厚０．５幅３．５

２５ ６ 木製品 箸 ＬＳ４８Ⅶ層 長２２．６厚０．３５幅０．７ ３３ ５ 木製品 不明 ＳＫ３３ 長５．１５厚０．９幅２．８５

２５ ７ 木製品 箸 ＬＳ４８Ⅶ層 長２３．０厚０．３幅０．７ ３３ ６ 木製品 不明 確認調査トレンチ 長９．２厚０．４幅６．１

２５ ８ 木製品 箸 ＬＴ４９Ⅴ層 長２２．７厚０．６幅０．８５ ３３ ７ 木製品 不明 確認調査トレンチ 長（１１．２）厚５．１幅７．６

２５ ９ 木製品 箸 ＳＤ１４４ 長２３．９厚０．５幅０．６ ３３ ８ 石製品 石臼 ＬＳ４９Ⅲ層 高１０．２厚３．０幅１２．１ ６１４．４�

２５ １０ 木製品 箸 ＳＤ１４４ 長２５．２厚０．８幅０．４５ ３３ ９ 石製品 砥石 ＬＴ４８Ⅲ層 長１０．５厚２．１幅５．０ ２２１．７�

２５ １１ 木製品 箸 ＳＤ１４４ 長２４．１厚０．４幅０．８ ３３ １０ 石製品 砥石 ＬＳ４９Ⅲ層 長５．９５厚１．５幅３．４ ２５．５�

２５ １２ 木製品 箸 ＳＤ１４４ 長２４．３厚０．７幅０．６５ ３３ １１ 石製品 不明 ＬＴ４６Ⅴ層上面 長４．８厚１．２幅４．６ ２１．０�

２５ １３ 木製品 把手 ＬＳ４８Ⅶ層 長２７．０厚１．８幅９．５ ３４ １ ６ 金属製品 灯明皿 ＭＢ４８Ⅶ層 口１２．９底（６．１）高３．２５ ３５２�

２６ １ 木製品 折敷 ＳＤ１４４ 長２９．７厚０．７幅（７．７５） ３４ ２ 金属製品 不明 ＬＴ４８Ⅴ層上面 長（８．５）厚１．６５幅９．１ １３５．５�

２６ ２ 木製品 折敷 確認調査トレンチ 長２５．０厚０．６５幅（１１．１） 一部炭化 ３４ ３ 金属製品 蹄鉄 確認調査トレンチ 長１２．０厚２．３幅１０．３ ２３７．２�

２６ ３ 木製品 折敷 確認調査トレンチ 長２５．１厚０．８５幅（８．０） 一部炭化 ３４ ４ 金属製品 釘 ＬＴ４８Ⅴ層上面 長３．６厚１．４幅１．４ ９．９�

２６ ４ 木製品 折敷 ＬＳ４９Ⅲ層 長３４．６厚０．９幅（６．４） ３４ ５ 金属製品 不明 ＬＲ４７Ⅴ層 長３．０厚０．９幅７．７ ２７．６�

２７ １ 木製品 折敷 確認調査トレンチ 長１９．４厚０．５５幅（３．５） ３４ ６ 金属製品 不明 ＬＴ４７Ⅴ層 長（６．９５）厚０．６幅１．７ １４．７�

２７ ２ 木製品 折敷 ＳＤ１４４ 長１９．７厚０．６５幅（８．２） ３４ ７ 金属製品 刀子 ＬＳ５０Ⅲ層 長（８．６）厚０．３幅１．１ ９．４�

２７ ３ 木製品 折敷 ＳＤ１４４ 長２０．７厚０．４幅（４．８） ＭＡ４８出土 ３４ ８ 金属製品 鎌 ＭＤ４６Ⅲ層 長１１．０厚０．６幅４．０ ２８．１�

２７ ４ 木製品 折敷 ＳＤ１４４ 長２２．８厚０．６幅（６．６） ３４ ９ 銭貨 開元通寶 Ｂ区表採 径２．３厚０．１５［３．３�］ 初鋳６２１

２７ ５ 木製品 折敷 ＬＳ４９Ⅲ層 長（２６．９）厚０．８幅（５．２） ３４ １０ 銭貨 至道元寶 ＭＢ４６Ⅶ層 径２．４厚０．１［２．５�］ 初鋳９９５

２７ ６ 木製品 折敷 ＬＴ４９Ⅲ層 長２２．４厚０．５５幅（４．２） ３４ １１ 銭貨 咸平元寶 ＬＳ５０Ⅶ層 径２．２厚０．１［２．６�］ 初鋳９９８

２７ ７ 木製品 折敷 ＬＳ５０Ⅲ層 長（１５．０）厚０．４幅（７．４） ３４ １２ 銭貨 景徳元寶 ＭＢ４６Ⅶ層 径２．４厚０．１［２．８�］ 初鋳１００４

２７ ８ 木製品 折敷 ＬＳ４９Ⅲ層 長（１２．０）厚０．６幅（３．５） ３４ １３ 銭貨 祥符通寶 ＬＴ４７Ⅴ層 径２．４厚０．１５［４．１�］ 初鋳１００８

２７ ９ 木製品 折敷 ＬＴ４９Ⅲ層 長８．４厚０．４幅（６．４５） 三宝か ３４ １４ 銭貨 天禧通寶 ＬＳ４６Ⅴ層上面 径２．４厚０．１［２．５�］ 初鋳１０１７

２７ １０ 木製品 折敷 ＬＳ５０Ⅲ層 長６．９厚０．３幅（４．６） 三宝か ３４ １５ 銭貨 皇宋通寶 ＬＳ４８Ⅴ層上面 径２．４厚０．１［２．９�］ 初鋳１０３８

２８ １ 木製品 浮子 確認調査トレンチ 長３３．９厚１．４幅４．８ 一部炭化 ３４ １６ 銭貨 治平通寶 Ｂ区表採 径２．３厚０．１［２．９�］ 初鋳１０６４

２８ ２ 木製品 浮子 ＬＳ４９Ⅲ層 長３４．４厚１．６幅８．４
３４ １７ 銭貨 元豊通寶 ＳＤ１４４ 径２．４厚０．１［３．３�］

初鋳１０７８

２８ ３ 木製品 浮子 ＬＳ４９Ⅲ層 長３４．１厚１．５幅５．９ ＬＴ４９出土

２８ ４ 木製品 浮子 ＬＳ４９Ⅲ層 長３５．０厚１．５幅８．４５ ３４ １８ 銭貨 元豊通寶 ＬＳ４８Ⅴ層上面 径２．３厚０．０５［２．３�］ 初鋳１０７８

２８ ５ 木製品 浮子 確認調査トレンチ 長３２．２厚１．４幅４．７ ３４ １９ 銭貨 紹聖元寶 ＬＴ４８Ⅴ層上面 径２．３厚０．１５［２．７�］ 初鋳１０９４

２８ ６ 木製品 浮子 確認調査トレンチ 長（２７．６）厚１．５幅２．２ ３４ ２０ 銭貨 紹聖元寶 ＭＡ４７Ⅴ層上面 径２．３厚０．１［２．４�］ 初鋳１０９４

２８ ７ 木製品 浮子 確認調査トレンチ 長２６．６厚１．７幅２．８
×・－の ３４ ２１ 銭貨 元符通寶 ＬＴ４９Ⅲ層 径２．４厚０．１［２．５�］ 初鋳１０９８

彫刻有り ３４ ２２ 銭貨 政和通寶 ＬＲ４８Ⅴ層上面 径２．４厚０．０５［１．４�］ 初鋳１１１１

２８ ８ 木製品 浮子 確認調査トレンチ 長（１０．２）厚１．５幅２．１ ３４ ２３ 銭貨 嘉泰通寶 ＬＳ４９Ⅴ層 径２．４厚０．１［３．２�］ 初鋳１２０１

２９ １ 木製品 下駄 ＬＳ４９Ⅲ層 長（２１．０）高４．０幅１０．７ ３４ ２４ 銭貨 洪武通寶 ＬＳ５０Ⅲ層 径２．１厚０．０５［１．７�］ 初鋳１３６８

２９ ２ 木製品 下駄 ＬＳ４９Ⅲ層 長２０．５高４．９幅９．３５ ３４ ２５ 銭貨 洪武通寶 ＬＲ４８Ⅴ層 径２．３厚０．１［３．３�］ 初鋳１３６８

２９ ３ 木製品 下駄 ＬＳ５０Ⅲ層 長２８．５高２．２幅（５．０５） ３４ ２６ 銭貨 永樂通寶 ＬＲ４７Ⅴ層 径２．４厚０．１５［２．７�］ 初鋳１４０８

２９ ４ 木製品 下駄 ＳＢ０１Ｐ２１ 長１６．７高２．７幅８．０ ※（ ）は推定値・［ ］は重量
３０ １ 木製品 下駄 ＭＢ４８Ⅴ層 長２３．８高２．２幅１０．７

３０ ２ 木製品 下駄 ＬＳ４９Ⅲ層 長２２．３高４．６幅１２．７
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第５章 自然科学的分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

脇本遺跡は、秋田県男鹿市脇本脇本字横町道上に所在し、丘陵地南東麓の低地（標高約５�）に立

地する。今回の発掘調査では、中世整地土層の上面で掘立柱建物跡、溝跡、土坑、カマド状遺構、柱

穴等の遺構が検出されている。

今回の分析調査では、整地土層や基本土層より採取した土壌、遺構から検出された柱材、動物遺存

体等を対象として、１）年代観、２）古環境、３）動植物利用、の３点に関する情報を得ることを目

的として、放射性炭素年代測定、珪藻分析、花粉分析、種実同定、樹種同定、骨同定を実施する。

１．試料

土壌試料は、平成１７年１１月２４日当社技師１名が現地に赴き、１地点～３地点の計３箇所を設定し、

観察・記録の上採取した。基本土層は、Ａ区西側深堀断面（３地点）で観察されており、下位からⅦ

層～Ⅰ層に分層されている。最下位のⅦ層は黒色シルト、Ⅵ層は暗灰褐色砂からなる。Ⅴ層は灰色砂

からなり、シルトが混在し、土師器片が出土する。Ⅳ層はシルト混じりの褐灰色砂、Ⅲ層は粗砂ブロ

ック混じりの暗褐色シルト、Ⅱ層は暗灰褐色シルトからなる。Ⅰ層は暗灰褐色の砂混じりシルトで、

旧表土と推測される。Ⅳ層からⅠ層には炭化物粒が多く含まれており、現地調査所見では造成土ある

いは耕作土の可能性が指摘される。本地点からは、Ⅱ層～Ⅶ層の各層１点（上位より試料番号１－６）

の、計６点の土壌を採取した。

Ｂ区調査区のメイントレンチ中央部付近の東壁に位置する１地点では、最下位に灰色砂が堆積す

る。その上位には直径５㎝程度の灰色砂ブロック及びシルトブロックが堆積する層が不整合に堆積す

る。その上位には、黒色で未分解の植物遺体、炭化材等を含むシルトが堆積する。この灰色砂・シル

トブロック（最大径１０㎝）と黒色（～黒褐色）シルトが交互に堆積を繰り返し、１�弱の層厚を測る。

この砂・シルトブロックからなる土層は、現地調査所見から二次堆積土と推定される。最上位は暗褐

色シルトで、砂・シルトブロックが混在する。本層は掘立柱建物等の遺構が構築されている整地層

で、基本土層Ⅴ層に相当するとされている。本地点では、観察した土層中最上位のⅤ層（試料番号

１）、ブロック土と交互に堆積する黒～黒褐色シルト各層１点（上位から試料番号２－５）、最下位の

灰色砂（試料番号６）の、および試料番号３採取層準と試料番号４採取層準の間に認められたシルト

ブロック、砂ブロック各１点の、計８点の土壌を採取した。

同じくＢ区西側のＳＢ０１掘立柱建物跡内（ＭＣ４６杭付近：２地点）では、最下位にややシルト分の

混じる灰色砂が堆積し、その上位を未分解の植物遺体を含む褐色シルトが不整合で覆っている。褐色

シルトは灰色シルトブロックを含み、下部はやや砂質になる。その上位は黒褐色シルト、灰褐色砂・

シルトブロック（最大径５㎝）を主体とする褐色シルト、黒色シルトが堆積する。観察した土層中の

最上位は暗褐色シルトで、砂・シルトブロックが混在する。場所によっては、これらのブロックが主
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体となる。本地点からは、最上位のⅡ層（試料番号１）、砂・シルトブロック主体層以外のシルト層

（上位から試料番号２－５）、最下位の灰色砂（試料番号６）の計６点を採取した。各地点の模式柱

状図および試料採取位置を図１に示す。

土壌試料以外では、木質試料５点（１地点試料番号２，５より採取した炭化材、３地点Ⅲ層中炭、

ＳＢ０１掘立柱建物跡Ｐ１４柱材、Ｐ１７柱材）、動物遺存体試料５点（骨Ａ～骨Ｅ）がある。骨Ａ～骨Ｅ

は、各試料とも複数点の骨片が含まれている。

これらの試料を用いて、放射性炭素年代測定５点、珪藻分析１３点、花粉分析７点、種実分析３点、

樹種同定５点、骨同定５点を実施する。分析試料および分析項目一覧を表１に示す。

２．分析方法

（１）放射性炭素年代測定

試料は、超音波煮沸洗浄と酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸１．２Ｎ，水酸化ナトリウム１Ｎ，塩酸１．２Ｎ）

により、不純物を取り除いたあと、グラファイトを合成し、測定用試料とする。測定機器は、ＮＥＣ

製コンパクトＡＭＳ・１．５ＳＤＨを用いる。放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期５，５６８年を使用す

る。また、測定年代は１，９５０年を基点とした年代（ＢＰ）であり、誤差は標準偏差（One Sigma；６８

％）に相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB

REV５．０（Copyright １９８６－２００５ M Stuiver and PJ Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One

Sigma）を用いる。

（２）珪藻分析

試料を湿重で７�前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施し

て、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入して永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸６００

倍あるいは１０００倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻

が半分以上残存するものを対象に２００個体以上同定・計数する（化石の少ない試料はこの限りではな

いが、１プレパラートあたり５０個体以上の試料については２枚検鏡する）。種の同定は、原口ほか（１

９９８）、Krammer（１９９２）、Krammer & Lange-Bertalot（１９８６，１９８８，１９９１ａ，１９９１ｂ）、渡辺（２００５）、

Witkowski et al.（２０００）などを参照し、分類体系はRound, Crawford & Mann（１９９０）に従う。

同定結果は、中心類（Centric diatoms；広義のコアミケイソウ綱Coscinodiscophyceae）と羽状類

（Pennate diatoms）に分け、羽状類は無縦溝羽状珪藻類（Araphid pennate diatoms：広義のオビケ

イソウ綱Fragilariophyceae）と有縦溝羽状珪藻類（Raphid pennate diatoms；広義のクサリケイソ

ウ綱Bacillariophyceae）に分ける。また、有縦溝類は、単縦溝類、双縦溝類、管縦溝類、翼管縦溝類、

短縦溝類に細分する。

各種類の塩分濃度に対する区分はLowe（１９７４）に従い、真塩性種（海水生種）、中塩性種（汽水生

種）、貧塩性種（淡水生種）に分け、貧塩性種については、さらに細かく生態区分し、塩分・水素イ

オン濃度（pH）・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示

す。そして、産出個体数１００個体以上の試料については、産出率３．０％以上の主要な種類について、主

要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、
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図１ 各地点の模式柱状図および試料採取位置

表１ 分析試料および分析項目一覧
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完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析は、真塩性種～中塩性種については小杉（１９８８）、貧塩性

種については安藤（１９９０）、陸生珪藻については伊藤・堀内（１９９１）、汚濁耐性についてはAsai & Watan-

abe（１９９５）、渡辺（２００５）の環境指標種を参考とする。

（３）花粉分析

試料約１０�について、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛，比重２．３）による有機

物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合液）処理

による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグ

リセリンで封入してプレパラートを作成し、４００倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出

現する全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花

粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、

百分率で出現率を算出し図示する。

（４）種実同定

試料各２００㏄を水に浸して泥化させ、粒径０．５㎜の篩を通して水洗する。篩内の試料を粒径別にシャー

レに集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な種実や炭化材（概ね４㎜以上）などを抽出する。

種実は、現生標本および石川（１９９４）、中山ほか（２０００）等との対照から種類と部位を同定し、個

数を数えて表示する。実体顕微鏡下による区別が困難な複数種間は、ハイフォンで結んで表示する。

分析後の種実は種類毎に容器に入れ、７０％程度のエタノール溶液による液浸保存処理を施して返却す

る。

（５）樹種同定

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切片を作

製し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封

入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

炭化材は、乾燥させた後、３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて

木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

なお、同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については、島地・伊東（１９８２）およびRich-

ter et al.（２００６）を参考にする。また、木材組織の配列の特徴については、林（１９９１）も参考にする。

（６）骨同定

試料を肉眼で観察し、その形態的特徴から、種と部位の同定を行う。計測は、デジタルノギスを用

いて測定する。なお、同定および解析には金子浩昌先生の協力を得た。

３．結果

（１）放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結果を表２に、暦年較正結果を表３に示す。１地点の試料番号

２は５０５±２５ＢＰ、同じく１地点の試料番号５は３８０±２０ＢＰ、３地点のⅢ層中炭は１６５±２０ＢＰ、Ｓ

Ｂ０１掘立柱建物跡Ｐ１４柱材は３７０±２０ＢＰ、Ｐ１７柱材は３５５±２５ＢＰを示す。

暦年較正とは、大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５，５６８年として算出された年代値に対し、過去の
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宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動、及び半減期の違い（１４Ｃの半減期５，７３０

±４０年）を較正することである。暦年較正に関しては、本来１０年単位で表すのが通例であるが、将来

的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、１年

単位で表している。暦年較正については、北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年較正は、測定誤差σ、２σ双方の値を計算する。σは統計的に真の値が６８％の確率で存在する

範囲、２σは真の値が９５％の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、２σの範囲

をそれぞれ１とした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

測定誤差をσとして計算させた結果、１地点の試料番号２はcalAD １，４１５－１，４３３、１地点の試料

番号５はcalAD １，４５３－１，６１５、３地点のⅢ層中炭はcalAD １，６７２－１，９４２、ＳＢ０１掘立柱建物跡Ｐ

１４柱材はcalAD １，４５９－１，６１６、Ｐ１７柱材はcalAD １，４７０－１，６２２である。

表２ 放射性炭素年代測定・樹種同定結果

表３ 暦年較正結果
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（２）珪藻分析

結果を表４、図２に示す。珪藻化石の産出頻度は、１地点のシルトブロックが僅かに１００個体を上

回る程度で少なかったが、それ以外は豊富に産出する。産出分類群数は、合計で５８属１８０分類群であ

る。以下、地点別に述べる。

１

地

点

主要種の産状は、試料ごとに異なる。試料番号６は、淡水域に生育する水生珪藻（以下、水生珪藻と略す）が全体の約５５

％を占める。これに次いで、淡水～汽水生種が約２５％、汽水生種が約１０％産出する。

淡水性種の生態性（塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応能）の特徴は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、

真＋好止水性種と流水不定性種が優占あるいは多産する。特徴は、止水性で好汚濁性種のStaurosira venter 約２５％、Pseu-

dostaurosira brevistriata が約２０％産出し、汽水生のFragilaria subsalina 等を伴う。

試料番号５は、淡水～汽水生種と水生珪藻がそれぞれ約４０％、陸生珪藻が約２０％産出する。淡水生種の生態性は、前試料

と比較して真＋好止水性種が減少し、流水不定性種が優占する。特徴は、淡水～汽水生種のNavicula veneta が約１５％と多

産し、同じく淡水～汽水生種のPseudostaurosira brevistriata 、好汚濁性種のNitzschia palea 、Staurosira venter 、流水不

定性で沼沢湿地付着生種群のPinnularia subcapitata var. paucistriata を伴う。陸生珪藻では、陸生珪藻Ｂ群のTryblionella

debilis 等が認められる。

試料番号４は、水生珪藻が約７０％と優占し、これに次いで淡水～汽水生種が約２０％産出する。生態性は、真＋好流水性種

が増加する。主要種は、流水性のSurirella minuta が約２０％産出し、同じく流水性のSurirella angusta 、淡水～汽水生種の

Pseudostaurosira brevistriata 、Nitzschia palea 、流水不定性で広域適応性種のNitzschia umbonata 、流水不定性で沼沢湿

地付着生種群のPinnularia subcapitata var. paucistriata 等を伴う。

試料番号３は、塩分に対して様々な珪藻化石が混在している。水生珪藻が約４０％、海水生種、海水～汽水生種、汽水生種、

淡水～汽水生種、陸生珪藻が１０－１５％産出する。特徴は、特に多産する種はなく、海水～汽水生種のCocconeis scutellum 、

Mastogloia exigua 、汽水生のRhopalodia musculus 、流水不定性のNitzschia umbonata 等が混在する。

試料番号２は、陸生珪藻が約５０％、これに次いで水生珪藻が約３０％、淡水～汽水生種が約２０％産出する。特徴は、耐乾性

の高い陸生珪藻Ａ群のHantzschia amphioxys 、Hantzschia amphioxys var. capitata 、Amphora montana 約１５％産出す

る。水生珪藻では、好汚濁性種のNitzschia palea 約１５％産出する。

シルトブロックは、第三紀絶滅種を含む海水生種が約８５％と優占する。主要種は、海水浮遊性のCoscinodiscus marginatus

が約２０％産出し、同じく海水生のThalassionema nitzschioides 、第三紀絶滅種のActinocyclus ingens 等を伴う。また、化

石の保存が悪く種の同定に至らなかったがCoscinodiscus spp.、Stephanopyxis spp.、Thalassiosira spp. 等の海水生種も認

められる。

砂ブロックは、陸生珪藻が約５０％、水生珪藻約３０％、海水生種が約２０％産出する。特徴は、陸生珪藻Ａ群のLuticola mutica

が約１５％産出し、同じく陸生珪藻Ａ群のDiadesmis contenta var. biceps 、Hantzschia amphioxys 、海水生種のCoscinodis-

cus marginatus 、Thalassionema nitzschioides 、それに流水不定性のDiploneis ovalis 等を伴う。

２

地

点

試料番号４は、淡水～汽水生種が約４０％、水生珪藻が約３５％、陸生珪藻が約２５％産出する。生態性は、貧塩不定性種、pH

不定性種と真＋好アルカリ性種、流水不定性種が優占あるいは多産する。特に多産する種はなく、淡水～汽水生のNitzschia

palea 、Nitzschia inconspicua 、流水不定性のNitzschia umbonata 、陸生珪藻のAmphora montana 、Luticola mutica 、

Hantzschia amphioxys 等が認められる。

３

地

点

試料番号６は、水生珪藻が約５０％、陸生珪藻が約２５％、海水生種、汽水生種、淡水～汽水生種がそれぞれ約１０％産出する。

生態性は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性種と真＋好流水性種が優占あるいは多産する。特に多産する種

はなく、流水性のPlaconeis elginensis var. neglecta 、流水不定性のNavicula kotschyi 、陸生珪藻Ａ群のLuticola mutica 、

Hantzschia amphioxys 等が産出する。

試料番号５は、水生珪藻が約７０％と優占する。生態性は前試料に近似する。流水不定性のNavicula kotschyi が約２０％、

淡水～汽水生種のNavicula veneta 、好流水性のPlaconeis elginensis var. neglecta が約１０％産出する。これに付随して、

流水不定性のAmphora copulata 、Navicula trivialis 、Sellaphora pupula 等が認められる。

試料番号４，３は、水生珪藻が約６５％、淡水～汽水生種、陸生珪藻がそれぞれ約１５％産出する。生態性は前試料に近似す

る。主要種の産状も近似しており、陸生珪藻Ｂ群であり好汚濁性種でもあるDiadesmis confervacea が約２０％産出し、止水

性で好汚濁性種のStaurosira venter 、流水不定性で好汚濁性種のAchnanthidium exiguum 、広域適応性種のGomphonema

parvulum 、Lemnicola hungarica 、好流水性のPlaconeis elginensis var. neglecta 、淡水～汽水生種のNavicula veneta 等

を伴う。

試料番号２は、水生珪藻が約６０％、淡水～汽水生種が約２０％、陸生珪藻が約１５％産出する。生態性の特徴は、貧塩不定性

種、真＋好アルカリ性種、真＋好止水性種と流水不定性種が優占あるいは多産する。特徴は、止水性で好汚濁性種のStaurosira

venter 約３０％、Pseudostaurosira brevistriata が約２０％産出、流水不定性のAmphora copulata 、Gomphonema parvulum 、

陸生珪藻Ｂ群であり好汚濁性種でもあるDiadesmis confervacea 等を伴う。
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表４ 珪藻分析結果（１）
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表４ 珪藻分析結果（２）
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表４ 珪藻分析結果（３）
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（３）花粉分析

結果を表５、図３に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難

なものを示す。なお、基数が１００個体未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れがあるので、

出現した種類を＋で表示するにとどめておく。以下、地点別に述べる。

（４）種実同定

結果を表６に示す。１地点の試料番号２からは、炭化したイネの頴や胚乳（いわゆる炭化米）等が

検出される。ナス科も検出されるが、野生種よりも大きく、ナス科の栽培植物（ナスなど）に由来す

る可能性が高い。

１地点の試料番号３は、炭化していないイネの頴が検出され、オモダカ属、サジオモダカ属、ホタ

ルイ属、タガラシ等水生植物を伴う。マメ科が検出されるが、これはクサネムなどのように莢が分離

して種子が散布される種類で、栽培種ではない。

２地点の４は、炭化していないイネの頴が多量に含まれる。ほとんどが２㎜前後の微細なもので、

表面模様や基部にある突起等の特徴により同定される。微細片は多量に含まれ、容積として数㏄に達

するとみられることから、大型で形が特徴的な個体を中心に全体の数分の１（１㏄分）のみ抽出する。

また、昆虫遺体の中にはハエ類の蛹が多くみられた。以下に検出された種類の形態的特徴を示す。

１
地
点

花粉化石の保存状態が悪く、産出状況も良好とはいえない。木本花粉はいずれの試料からもほとんど検出されず、マツ属、

スギ属、ハンノキ属、コナラ属アカガシ亜属等が認められる。草本花粉では、試料番号３でヨモギ属とイネ科が多産する。

その他では、キク亜科等を伴う。試料番号５，２では、試料番号３で多産するイネ科、ヨモギ属等が認められる。

２
地
点

試料番号４は、１地点と同様に花粉化石の保存状態が悪く、産出状況も悪い。木本花粉では、スギ属、ハンノキ属、ブナ

属、コナラ亜属、クリ属、カエデ属がそれぞれ１個体ずつ検出される。草本花粉ではカヤツリグサ科が優占し、次いでイネ

科が多く認められる。その他では、ヨモギ属、ナデシコ属、セリ科、キク亜科等を伴う。

３

地

点

１地点、２地点と比較すると花粉化石の保存状態がよく、産出状況も比較的良好である。最下位にあたる試料番号６は、

花粉の産出量が少なく、かろうじて定量解析が行える程度の個体数であった。群集組成は木本花粉の割合が高く、トウヒ属、

マツ属が多産する。その他ではモミ属、ツガ属、スギ属、ハンノキ属等を伴う。草本花粉ではイネ科が多く産出し、ナデシ

コ科、ヨモギ属等を伴う。

試料番号３では、木本花粉と草本花粉が同程度の割合で認められる。木本花粉ではマツ属が最も多く産出し、トウヒ属、

スギ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属等を伴う。草本花粉ではイネ科が優占し、カヤツリグサ科、サナエタデ節－ウナギツ

カミ節、セリ科、ヨモギ属等を伴う。また、わずかではあるが、水生植物のオモダカ属、ミズアオイ属や、栽培種のソバ属

に由来する花粉化石も検出される。

試料番号２では、木本花粉が優占し、そのほとんどがマツ属により占められる。その他ではスギ属、モミ属、コナラ亜属

等を伴う。草本花粉ではイネ科が多く産出し、カヤツリグサ科、ヨモギ属、キク亜科等が認められる。

キイチゴ属（Rubus ）
バラ科

核（内果皮）が検出された。淡黄褐色、半円形～三日月形。長さ２㎜程度。腹面方向にやや湾
曲する。表面には大きな凹みが分布し網目模様をなす。

サンシ ョ ウ 属（Zanthoxy-
lum ）
ミカン科

核（内果皮）が検出された。黒褐色、倒卵形体で、長さ４㎜程度。基部に斜切形の臍がみられ
る。内果皮は厚く硬く、表面には浅く細かな網目模様がみられる。

ブドウ属（Vitis ）
ブドウ科

種子が検出された。灰褐色、広倒卵形、側面観は半広倒卵形。基部の臍の方に向かって細くな
り、嘴状に尖る。長さ４㎜、幅３㎜程度。背面にさじ状の凹みがある。腹面には中央に縦筋が走
り、その両脇には楕円形の深く窪んだ孔が存在する。種皮は柵状で薄く硬い。

サジオモダカ属（Alisma ）
オモダカ科サジオモダカ属

果実が検出された。淡褐色、楕円形で偏平、基部は切形。大きさは２㎜程度。背部に深い縦溝
が１本走る。果皮はスポンジ状で柔らかく、中の種子が透けてみえる。種子は茶褐色、倒Ｕ字状
に曲がった円柱状で偏平。
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（５）樹種同定

樹種同定結果を表１に合わせて示す。３地点Ⅲ層中炭は樹皮（師部）のみであり、木部細胞が観察

できなかったため、種類の同定には至らなかった。残る試料は、針葉樹のスギとイネ科に同定された。

各種類の解剖学的特徴等を記す。

オモダカ属（Sagittaria ）
オモダカ科

果実が検出された。淡黄褐色、倒卵形で偏平。大きさ３㎜程度。果皮は薄く翼状。翼の外形は
欠損する。表面は微細な網目が縦方向に並ぶ。果皮は透き通るため、中の種子が透けてみられる。
中の種子は茶褐色、倒Ｕ字状に曲がった円柱状で偏平。

イネ（Oryza sativa L.）
イネ科イネ属

炭化した胚乳、穎が検出された。胚乳は黒色、長楕円形でやや偏平。長さ５㎜、幅３㎜、厚さ
１．５㎜程度。一端に胚が脱落した凹部があり、両面はやや平滑で２～３本の縦溝がある。胚乳表
面に穎が付着している個体もみられる。穎は炭化して黒色のものと、淡褐色で炭化していないも
のがある。完形に近いもので、長さ７㎜、幅４㎜程度。基部に特徴的な果実序柄がある。穎は薄
く、表面には特徴的な顆粒状突起が規則的に縦列する。

イネ科（Gramineae） 果実が検出された。淡褐色、半挟卵体でやや偏平。長さ４㎜程度。穎は薄く柔らかくて弾力が
ある。表面には微細な網目模様が縦列する。

ホタルイ属（Scirpus ）
カヤツリグサ科

黒褐色、片凸レンズ状の広倒卵形。長さ２㎜程度。背面はやや高く稜がある。先端部は尖り、
基部から伸びる逆刺を持つ髭状の腕が残る。表面は光沢があり、不規則な波状の横皺状模様が発
達する。

カヤツリグサ科
（Cyperaceae）

果実が検出された。形態上差異のある複数の種を一括した。淡～茶褐色。レンズ状倒卵体。径
１．５㎜程度。頂部の柱頭部分がわずかに伸びる。表面には微細な網目模様がありざらつく。

タデ属（Polygonum ）
タデ科

果実が検出された。形態上差異のある複数の種を一括した。図版の果実は、円形で偏平な二面
体。径３㎜程度。両面中央はやや凹む。保存が悪く、破損部位もあるものの、サナエタデに近似
する。

アカザ科（Chenopodiaceae） 種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径１㎜程度。基部は凹み、臍がある。種皮表面
には臍を取り囲むように微細な網目模様が同心円状に配列し、光沢が強い。

ナデシコ科（Caryophyllaceae） 種子が検出された。茶褐色、腎状円形でやや偏平。径１㎜程度。基部は凹み、臍がある。種皮
は薄く柔らかい。種皮表面には、臍を取り囲むように瘤状突起が同心円状に配列する。

タガラシ（Ranunculus scel-
eratus L.）キンポウゲ科
キンポウゲ属

果実が検出された。広楕円形でやや偏平。径１㎜、厚さ０．５㎜程度。縁は黄白色のスポンジ状
で、中心部は淡黄褐色でやや凹む。果皮表面は粗面。水に浮きやすい。

マメ類（Leguminosae）
マメ科

果実の破片が検出された。大きさは１辺が５㎜程度の四角形で扁平である。両端に線上の分離
面がみられる。莢が分離して種子が散布される種類（クサネムなど）の果実と思われる。

イヌコウジュ属（Mosla ）
シソ科

果実が検出された。淡～茶褐色、倒広卵体。径１．５㎜程度。下端は舌状にわずかに突出する。
果皮はやや厚く硬く、表面には大きく不規則な網目模様がある。

ナス科（Solanaceae） 未炭化の種子が検出された。淡～茶褐色、歪な腎臓形で偏平。種皮は薄く、側面のくびれた部
分に臍がある。表面は臍を中心として同心円状に星型状網目模様が発達する。径３．５㎜程度と大
型であることから、ナスなどの栽培植物由来である可能性が高い。

メ ロ ン 類（Cucumis melo
L.）
ウリ科キュウリ属

種子の破片が検出された。淡褐色、狭倒皮針形で偏平。破片の大きさは長さ６㎜、幅３．５㎜程
度。基部に「ハ」の字形の凹みがある。表面は比較的平滑で、縦長の細胞が密に配列する。

ヒ ョ ウ タ ン 類（Lagenaria
siceraria Standl.）ウリ科
ヒョウタン属

種子が検出された。淡灰褐色。倒広皮針形でやや偏平。長さ１２㎜程度。頂部は角張り、基部に
は明瞭な臍と発芽口がある。種子表面はやや平滑で、両面外縁部の幅広く低い稜にある２本の縫
線が明瞭。

スギ（Cryptomeria japonica
（L. f.）D. Don）
スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急
で、晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構
成される。分野壁孔はスギ型で、１分野に２－４個。放射組織は単列、１－１５細胞高。

イネ科（Gramineae） 原生木部で小径の道管の左右に１対の大型の道管があり、その外側に師部細胞がある。これら
を厚壁の繊維細胞（維管束鞘）が囲んで維管束を形成する。維管束は柔組織中に散在し、不斉中
心柱をなす。試料が薄く脆いことを考慮すると、タケ亜科のような木質化する種類ではなく、イ
ネ等の草本質の種類と考えられる。
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表５ 花粉分析結果 表６ 種実同定結果

表７ 検出分類群の一覧
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（６）骨同定

検出分類群の一覧を表７に、同定結果を表８に示す。検出された種類は、ニシン類とスズキである。

以下、試料ごとに結果を記す。

４．考察

（１）年代観と層序の対比

放射性炭素年代測定を実施した１地点試料番号２は１５世紀前半（calAD １，４１５～calAD １，４３３）

１地点試料番号５は１５世紀中頃～１７世紀前半（calAD １，４５３～calAD １，６１５）、３地点Ⅲ層中炭は

１７世紀後半～２０世紀中頃（calAD １，６７２～calAD １，９４２）、ＳＢ０１掘立柱建物跡Ｐ１４柱材は１５世紀

中頃～１７世紀前半（calAD １，４５９～calAD １，６１６）、Ｐ１７柱材は１５世紀後半～１７世紀前半（calAD

１，４７０～calAD １，６２２）の年代値を得た。これらをみると、柱材および１地点の試料が１５世紀前半～

１７世紀前半に集中している。記録によれば脇本城は１，５７７年～１，６０２年頃の期間に存続したとされてお

り、今回得られた測定結果と調和的であり、城の存続期間に本遺跡の遺構群が存在していた可能性が

ある。

なお、３地点のⅢ層中炭では、これらよりやや新しい年代測定値が得られている。Ａ区とＢ区で堆

積土の性質が全く異なっており、層序対比が十分できてないため、これについては十分な説明が出来

ないのが現状である。しかし、現地調査所見では、この地点のⅠ～Ⅳ層は耕作土もしくは造成土の可

能性があり、自然堆積層と見られるⅤ層を不整合に覆っている状況が確認されている。したがって、

耕作あるいは造成がこのころ行われた可能性もあると考えられる。仮にそうであれば、Ｂ区の中世遺

構群が構築されている整地土層（Ⅴ層）と３地点の層を対比することは、それぞれの年代観からみて

困難であるといえる。両地区の出土遺物等を含め、さらに確認したい点である。

また、１地点の試料番号２と試料番号５で、土層の累重関係と年代測定値に逆転がみられる。現地

調査所見からこれらの土層の間には二次堆積した砂・シルトブロック層が挟まることや、植物遺体を

骨Ａ いずれも焼骨である。ニシン類の左主上顎骨、スズキの左角骨・左擬鎖骨・内臓骨・臀鰭棘、魚類の鰭棘・部位不明破片
が確認される。
ニシン類の左主上顎骨は、近位骨骨端関節部を残す破片である。後述する骨Ｅで検出された耳骨にあう大きさである。ス
ズキの左角骨は、関節部のみを残す。左擬鎖骨は、遠位骨端のみを残す。推定全長１００．０㎜である。臀鰭棘は、破損して
いるが、全て大きさが異なることからそれぞれが別個体の臀鰭棘と思われる。

骨Ｂ いずれも焼骨である。スズキの第２腹椎１点と尾椎２点が確認される。第２腹椎は、椎体長４．３１㎜、椎体径４．５０㎜を計る。
体長１６㎝程度と推定される。尾椎の２点は、１点が半分欠損し、１点が椎体をほぼ完存する。半分欠損する尾椎は、椎体
長１１．９４㎜、椎体径１２．４４㎜を計る。ほぼ完存する尾椎は、椎体長１０．１４㎜、椎体径９．２６㎜を計る。これら尾椎は、体長３５
－４０㎝程度と推定される。ただし、尾椎２点とも大きさからみて別個体と思われる。

骨Ｃ いずれも焼骨である。ニシン類の尾椎２点、スズキの腹椎１点・尾椎２点が確認される。ニシン類の尾椎は、骨Ａの左主
上顎骨や骨Ｅの耳骨にあう大きさである。スズキの腹椎は、椎体長３．１９㎜、椎体径３．９２㎜を計る。尾椎は、１点が椎体長
３．４６㎜、椎体径３．５７㎜、もう１点が椎体長３．３７㎜、椎体径３．３２㎜を計る。これらスズキの腹椎と尾椎は、同一個体と思わ
れる。

骨Ｄ スズキの腹椎１点と尾椎２点が確認される。腹椎は、椎体径１６．４３㎜、椎体長１６．４３㎜を計り、焼骨である。尾椎は、１点
が椎体長１５．５０㎜、椎体径２１．２９㎜、もう１点が椎体長１３．６４㎜、椎体径１９．７６㎜を計り、２点とも非焼骨である。腹椎の１
点がやや小さいため、別個体のように思われる。ただし、３点とも大型の椎骨であり、体長７０㎝前後に達する個体と思わ
れる。

骨Ｅ 焼骨である。ニシン類の耳骨が確認される。破損した耳骨７２点、この他に破片がみられる。耳骨径４．０㎜前後を計り、大
部分が中心の球形部分のみを残す。大きさからニシン（Clupea pallasii ）の可能性がある。
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含む黒色シルトも堆積層序や堆積構造を保っていないことが確認されている。すなわち、基底の灰色

砂の直上層から観察できた最上層である整地土層までは、一連の二次堆積土の可能性もある。そのた

め、本来複数地点や異なる層準に包含されていた測定試料が、堆積した位置を動かされ調査地点付近

に再度堆積した際に、新旧の堆積関係が逆転した可能性もある。

（２）堆積環境

ａ）基本土層

基本土層については、Ａ区３地点Ⅶ層（試料番号６）～Ⅲ層（試料番号２）で珪藻分析を実施して

いる。これらについて、堆積環境を下位層より順に述べる。

Ⅶ層の珪藻化石群集をみると、特に多産する種類はなく、海水生種、流水性種、流水不定性種、陸

生珪藻など生育環境を異にする種類が混在する「混合群集」の特徴が認められた。よって、本層は後

背の脇本層の再堆積や、水成堆積した土壌、好気的環境で堆積した陸成層等が混在して堆積した、不

安定な堆積環境が考えられる。

Ⅵ層は、水生珪藻が多産することから、水成堆積したと考えられる。最も多く認められるNavicula

kotschyi は、温泉水中にしばしば多産する、あるいは電解物質成分の多い湧泉に出現するとされて

おり（Krammer & Lange-B.，１９８６）、その他にも塩類の豊富な富栄養な水域を特徴付ける種が認め

られる。また、流水性種も伴うことから、本層は流水の影響のある富栄養な水域環境で堆積したと考

えられる。

Ⅴ層、Ⅳ層は、種構成が異なるものの、好汚濁性種や広域適応性種が多産することが特徴であるこ

とから、Ⅵ層と同様に流水の影響のある富栄養な水域環境で堆積したと考えられる。

Ⅲ層になると、真＋好止水性種が増加することから、前層と比較して水深が増大したことが考えら

れる。水質的には、最も多く産出するStaurosira venter が好汚濁性種であること、次いで多いPseu-

dostaurosira brevistriata も電解質の多い水域に生育する中汚濁耐性種であることから、塩類が豊富

な富栄養な水質を呈していたと考えられる。

ｂ）整地土層下

一方、整地土層とされるⅤ層の下位の土層についてみると、Ｂ区１地点の最下位にあたる灰色砂か

らなる試料番号６は、富栄養の止水域に生育する種、塩分や塩類の豊富な淡水～汽水域に生育する種、

汽水域に生育する種などが特徴であった。このことから、塩類を豊富に含む富栄養な池沼や沼沢地で、

汽水域の影響を受ける環境下で水成堆積した土層と考えられる。

黒色シルトの試料番号５は、塩分や塩類の豊富な淡水～汽水域に生育する種、好汚濁性種が多く認

められる。このことから、塩類を豊富に含む富栄養な池沼や沼沢地のような環境下で水成堆積したと

考えられる。２地点の試料番号４も群集組成が類似することから、同様の環境であった可能性がある。

ただし、１地点と比較して陸生珪藻の割合が多いことから、１地点よりも好気的な環境になり、乾燥

する状態もあった可能性がある。

黒褐色シルトの試料番号４では、前述した富栄養種や好汚濁性種に加えて流水性種も多産したこと

から、河川等の影響もあったと考えられる。

褐色シルトの試料番号３になると、富栄養種や好汚濁性種に加えて汽水砂質干潟指標種群、海水藻

場指標種群、汽水付着性種等、明らかに海成層由来の珪藻化石を多く含むことから、海成層の再堆積
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があったと推定される。なお、これらの海生種の保存状態は比較的良好であり、群集組成等も後述す

るシルトブロックに含まれる群集とは異なることから、挟在するブロック由来の海生種とは異なると

考えられる。おそらく、それよりも時代の新しい、完新世海進（縄文時代前期海進）に伴う海成層に

由来すると思われる。

褐色シルトの試料番号２は、好汚濁性種と陸生珪藻が多産する。よって、乾湿を繰り返すような腐

水域であった可能性がある。

なお、これらのシルト層およびその間に挟在する砂・シルトブロックからなる土層は、現地調査所

見から二次堆積土であることが予想される。よって、分析試料ごとの群集の明らかな違いは、上述し

た年代測定結果とともに、二次堆積物として全く異なる堆積環境下で堆積した土壌が調査地点付近に

搬入されたことを示唆する。

ｃ）ブロック土の由来について

中世の整地土層の下位に堆積する黒色～暗褐色のシルト層には、灰色～灰褐色のブロック土が層を

成して挟在するが、現地調査所見から二次堆積土と推測される。これらのシルトブロックと砂ブロッ

クとでは、含まれる珪藻化石群集が異なっていた。シルトブロックは、保存の悪いActinocyclus ingens

等の第三紀絶滅種やCoscinodiscus marginatus 、Thalassionema nitzschioides 等の海生種を主体と

する組成から構成されていた。ブロックは、地形的にみて遺跡の北西麓に分布する丘陵に由来すると

考えられる。この丘陵を構成する地層は、海成の中期更新世中期の砂岩とシルト岩の互層からなる脇

本層（的場ほか，１９８９）からなる。本遺跡に至近の脇本層模式地（船川～生鼻崎セクション）で得ら

れた珪藻群集（Koizumi，１９６８）に、今回検出された群集が近似することから、シルトブロックは脇

本層に由来すると考えられる。なお、脇本層は長い間新第三紀層と考えられてきたが、微化石層位学

と古地磁気層位学研究の結果から、北浦層最下部を除く主体部以上は更新統であることが明らかとさ

れている（白石・的場，１９９６）。

一方、砂ブロックでは、これらの海生種に加えて陸生珪藻が多産した。よって、砂ブロックの給源

としては、丘陵を構成する脇本層が、小河川や雨水等により削剥されて遺跡周辺に再堆積したものに

由来すると思われる。

なお、これらの由来が異なるシルトブロック、砂ブロックが単一土層内に混在すること、調査地点

のうち給源と考えられる丘陵からもっとも離れている１地点に多く含まれることなどを考慮すると、

これらの二次堆積土は人為的に運ばれた可能性がある。

（３）古植生

広域の植生を反映するとされる木本類については、３地点の基本土層でのみ定量解析に有意義な個

体数が検出された。最下位のⅦ層（試料番号６）をみると、トウヒ属、マツ属が多産し、モミ属、ツ

ガ属、スギ属、ハンノキ属等を伴う。多産するトウヒ属等は亜寒帯性針葉樹林の構成要素であり、東

北地方では最終氷期に多産するが、約１０，０００年前以降になると急激に減少する（守田，１９９２；日比野・

竹内，１９９８など）と言われている。しかし、上述のとおり３地点の堆積年代については未解決である

こと、珪藻化石群集から古い土層由来の再堆積物の混入が想定されること、検出された花粉化石の個

体数が他の試料に比べ少ないことなどから、現状では直接これらの成果と比較することはできない。

試料番号６が採取されたⅦ層の年代測定結果や周辺遺跡での分析結果の蓄積を待って、改めて評価す
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ることが望まれる。なお、草本類ではイネ科、ナデシコ科、ヨモギ属等がわずかに認められる。これ

らは開けた明るい場所を好む「人里植物」を多く含む分類群であることから、周辺の草地に生育して

いたと推測される。

Ⅳ層（試料番号３）になると、トウヒ属等の亜寒帯性針葉樹は急減し、マツ属の割合が増加する。

マツ属のうち亜属まで同定できたものは、全て複維管束亜属であった。マツ属複維管束亜属（いわゆ

るニヨウマツ類）は生育の適応範囲が広く、尾根筋や湿地周辺など他の広葉樹の生育に不適な立地に

も生育が可能である。また、極端な陽樹であり、やせた裸地などでもよく発芽し生育することから、

伐採された土地などに最初に進入する二次林の代表的な種類でもある。マツ属の急増は日本各地で知

られており、その原因は自然干渉の結果としての二次林や植林が増加したためとされている（たとえ

ば波田，１９８７など）。よって、本層堆積時の周辺においても、二次林などのマツ属が増加した可能性

がある。周辺におけるマツ属の増加は、鷹巣町（現北秋田市）の伊勢堂岱遺跡、秋田市飯田、秋田市

女潟などでも認められており、その時期は、伊勢堂岱遺跡では８～９世紀、女潟では約１，０００年前と

されている（辻・日比野，１９７５；川村１９７７；古代の森研究舎，２００２）。マツ属以外では、スギ属、ト

ウヒ属等の針葉樹、ブナ属、コナラ属コナラ亜属等の落葉広葉樹も周辺に生育していたことが窺える。

また、草本類の割合が増加し、イネ科が多産する。その他ではカヤツリグサ科、サナエタデ節－ウナ

ギツカミ節、ヨモギ属など、人里植物を多く含む分類群が認められる。よって、周囲にこれらの草本

類が生育する草地が存在したと考えられる。また、オモダカ属、ミズアオイ属が検出されており、珪

藻分析からも流水の影響が指摘されることから、これらの水生植物が生育する河川・水路等が周囲に

存在した可能性がある。

Ⅲ層（試料番号２）になると、マツ属の増加はより顕著に認められる。よって、周辺での植生干渉

がより進んだ可能性がある。その他ではスギ属、コナラ亜属等も検出されることから、これらも周辺

に分布していたと推測される。また、草本類の割合は再び減少するが、少なくともイネ科、カヤツリ

グサ科、ヨモギ属、キク亜科等の生育が窺える。なお、この層位から検出された炭化材の年代測定結

果は、近世以降であった。

一方、Ｂ区の整地土層下位からは、草本類の産出が顕著であった。１地点の試料番号３ではイネ科、

ヨモギ属が、２地点の試料番号４ではイネ科、カヤツリグサ科が多産する。種実同定結果を見ると、

１地点の試料番号３は周辺植生に由来する種実が多い。ブドウ属、キイチゴ属、サンショウ属は林縁

など明るい林地に多いことから、本遺跡周辺の人為的に切り開かれた空間と、周辺の森林との間に生

育していたと思われる。草本類の多くは人里など開けた場所に草地を形成する種類であり、花粉分析

結果とも調和的であることから、これらの草本類は本遺跡内およびその周辺に生育していたと思われ

る。なお、種実分析で認められたオモダカ属、サジオモダカ属、ホタルイ属、タガラシ等は、日当た

りが良い浅い水域に生育する種類で、水田雑草として普通にみられる（現在では農薬の影響で激減し

ている）。この試料からは稲籾も検出されることから、堆積物が水田耕土やその付帯施設（水路など）

の埋積物等に由来する可能性がある。

（４）植物資源利用

今回確認された種実遺体のうち栽培のために渡来した種類は、イネ、ヒョウタン類、メロン類であ

り、周辺での栽培、利用が考えられる。ナス科は、野生種も多いが、栽培のために渡来した種類も多
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く含まれる。今回検出された種実は野生種（通常１－２㎜）に比べて大型であり、金原ほか（１９９２）・

金原（１９９４）がナス属として報告しているものに形態も近いことから、栽培種に由来する可能性が高

く、周辺での栽培が示唆される。

種実同定を実施した３試料は、それぞれ異なる特徴を持った組成であった。１地点の試料番号２は、

栽培に由来するイネ、ナス科、メロン類が多いことが特徴で、イネは胚乳、炭化した籾、炭化してい

ない籾が混在する。またホタルイ属やアカザ科など周辺植生に由来するものが少ないことから、検出

された種実の大部分は生活残渣が廃棄されたものと推測される。

一方１地点の試料番号３では、前述のように周辺植生に由来する種実が多いが、ブドウ属、キイチ

ゴ属、サンショウ属はいずれも食用として利用されることから、周囲の山野で採取され利用されてい

たと考えられる。

さらに、２地点の試料番号４では、稲籾が多量に検出される。微細片がほとんどなので、実数は把

握できないが、堆積物中に高密度で混入していると思われる。１地点の試料番号２と比べて炭化した

個体が含まれないことと、他の栽培植物の種実が見られないことから、稲籾のみを投棄したと考えら

れる。

また、３地点のⅣ層（試料番号３）からはソバ属に由来する花粉化石が検出されたことから、周辺

域でソバ栽培が行われていた可能性もある。

一方、今回調査対象とした木質試料は、土壌中から抽出したものと掘立柱建物の柱材がある。土壌

中から出土した試料にはスギ、イネ科、樹皮が認められたが、これらの木片については由来等が不明

である。一方、柱材は、２点とも針葉樹のスギであった。スギは、比較的大径木になる種類であり、

木材は木理が通直で割裂性が高く、加工は容易である。今回は花粉分析結果でもスギ属が確認されて

おり、当時の古植生を考慮すれば本遺跡周辺で木材の入手は可能であったと考えられる。

秋田県内では、館堀城跡で中世（室町時代）の柱材について樹種同定が実施されており、ブナ属、

ヒノキ属、カエデ属、ヤシャブシ亜属が確認されているが、スギは認められていない（植田，２００１）。

こうした違いは、それぞれの城館周辺の植生環境、建物の規模・用途の違い等を反映している可能性

がある。今後、さらなる資料蓄積が望まれる。

（５）動物資源利用

今回の試料は、中世の整地土層より下位の黒色シルト層中から採取されたものであり、発掘調査担

当者により土壌中から選別されたものである。したがって、種実遺体同様厳密な意味では中世の遺構

面に暮らした人間が利用したものとは言い切れないが、比較的近い時期の本遺跡あるいは周辺の食物

残滓と考えられる。今回検出されたのはすべて魚骨で、獣骨が含まれていない。魚種はニシン類とス

ズキの２種類に限られ、魚種が限定されるのも特徴的である。ニシン類では、耳骨、椎骨、主上顎骨

が確認される。スズキは、多くの骨が認められており、中でも胴部の骨格が多く、大きさも大小がみ

られた。最も大きい個体で体長７０㎝、小さい個体は体長３０㎝前後であったと推定される。臀鰭棘が５

点あり、臀鰭棘の近位骨端が失われているものが多いことから、切断された可能性もある。スズキは、

タイ類などに次いで好まれた魚であることは、中近世の遺跡、特に近世の大名屋敷から知ることがで

きる。本遺跡では、ニシン、スズキ等が食糧源となっていたと想像される。

なお、骨Ｂの試料からは、半分に欠損したスズキの尾椎が確認されている。この切断面は平坦であ
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ることから、鋭い刃物で切断された痕跡の可能性もある。また、大半が焼骨であったが、骨Ｃから検

出されたスズキの尾椎２点が非焼骨であったことから、調理方法など取り扱いが異なっていたことが

窺える。いずれにしても、今回検出された骨類は、当時食糧資源として用いられた後に廃棄されたも

のと考えられる。
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第６章 まとめ

１ Ａ区の調査結果

Ａ区は遺構、遺物ともＢ区に比較すると極端に少なく、土師器・須恵器の小破片や近世～近代の陶

磁器が出土したのみである。これらの遺物は、本遺跡北側の高位平坦面にある横町道上遺跡からの流

れ込みや、後世に受けた削平・撹乱の影響と見られる。

遺構は、トレンチで大半が失われたものの、カマド状遺構１基が検出された。薬師遺跡（大仙市・

旧神岡町）で住居に伴って屋外に設けられたと思われるカマド状遺構が複数検出されており、うち１

基で放射性炭素年代測定の結果、１５世紀第３四半期という年代が示されている
（註１）

。本遺構も遺物の出土

はないが中世に属する可能性が高いと考えられる。

２ Ｂ区の調査結果

（１）盛土整地層について

調査の中心となったＢ区では、弥生土器・土師器・須恵器が出土しているが、中世の盛土整地層の

下は固く締まった面が見られず、遺構も検出しなかったため、当該箇所において整地以前に人間が生

活を営んだ痕跡はないと判断した。

「第５章 自然科学的分析」の珪藻分析によると、Ｂ区基本土層中の黒褐色シルトは塩類を豊富に

含む湿地で堆積したという結果が示された。また、土層の累重関係と年代測定値に逆転が見られ、基

盤直上のⅨ層（砂）上からⅤ層（盛土整地層）間の、Ⅵ層（崩落土と見られる丘陵由来土）、Ⅶ・Ⅷ

層（多量の植物遺体を含む黒色土）の交互堆積は二次堆積の可能性があるとの指摘がなされた。

発掘調査の結果、Ⅶ層からは陶磁器や木製品が多く出土している。また、Ⅶ層中から検出された魚

骨灰層中からは、調理痕の見られる骨類が確認されており、これらは密度に差はあるものの、Ｂ区内

に広く分布する。このような出土状況は、この地が盛土整地層造成以前、不要物を廃棄するような場

所であったことを示している。

以上のことから、本遺跡における盛土整地層は、かつて湿地状で捨て場のように利用されていた場

所に、自然災害などの理由で北側丘陵から崩落土が流れ込み、その土砂の上に更に別の場所から土砂

を搬入して造成したものと考えられる。

（２）検出遺構について

Ｂ区で検出した遺構のうち、出土遺物や切り合いなどから構築年代や新旧関係が言及できるものに

ついて考察してみたい。

３棟の掘立柱建物跡の新旧関係は、柱穴が直接重複していないため定かではない。掘立柱建物跡に

属する柱穴から出土した陶磁器は、ＳＢ０１で１５世紀後半～１６世紀初頭の白磁皿、ＳＢ０２で１５世紀後半

～１６世紀初頭の染付碗と１５世紀末～１６世紀前葉の瀬戸美濃碗、ＳＢ０３で１６世紀前半の越前擂鉢で、年

代差は明確ではない。しかし検出状況から以下のことがいえる。

①ＳＢ０１とＳＢ０２は、遺構間距離が最短地点で約５０㎝と非常に近接しているため、同時に存在し

た建物ではない。
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②ＳＢ０１とＳＢ０３は、同範囲

に重複するため同時存在で

はない。

③ＳＢ０２Ｐ１とＳＤ１４４は 重

複し、ＳＤ１４４が旧い。

①③から、仮にＳＤ１４４が、住

居の北側に設けられた溝だと想定

すると、ＳＤ１４４はＳＢ０１に伴う

可能性が高く、ＳＢ０１は０２よりも

旧いと言える。ＳＢ０１の柱材２点

は放射性炭素年代測定を実施した

ところ、Ｐ１４が１５世紀中頃～１７世

紀前半、Ｐ１７が１５世紀後半～１７世

紀前半という結果が示された。Ｓ

Ｂ０３と他の２棟との新旧関係は不

明である。

②に関して、ＳＢ０１とＳＢ０３の

範囲内に焼けた漆喰と思われる壁

土が集中して出土している。また

ＳＢ０３柱穴において焼土の混入が

顕著に見られた。ＳＢ０１で残存す

る柱材が炭化していないこともふ

まえると、ＳＢ０３が火災に遭った

という可能性も考えられる。

出土陶磁器の主体である１５世紀

～１６世紀の製品に被熱痕が目立つ

ことも、本遺跡が何らかの理由で

火災等に関わったことを示してい

るのではないだろうか。

各建物の柱間距離を見ると、ＳＢ０１・０２と比べＳＢ０３が大きい。ＳＢ０３のみ建物の規模が大きく異

なり、他の２棟とは構築時期が異なるものと考えられる。

今回の調査では、脇本城下から城内へと続く道路跡は検出されなかったが、検出された３棟の掘立

柱建物跡は方向がほぼ揃っており、また建物跡の東西側に道路跡も検出されなかったことから、南側

に道路が存在した可能性が高いと思われる。

（３）出土遺物について

前述したように、検出された３棟の掘立柱建物跡や、また建物跡に属しない柱穴からも１５世紀後半

①縄文海進時
海面

海底

②海退時

砂

③湿地

丘陵からの崩落土

廃棄物が堆積

④盛土整地層造成
堀立柱建物

盛土整地層

溝

⑤現在

第３５図 Ｂ区変遷図
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～１６世紀初頭の貿易陶磁器、国産陶磁器が出土している。遺構外の出土状況を見ると、１４世紀の青磁

が数点あるものの、１５世紀後半～１６世紀初頭の陶磁器が主体となっている。１７世紀以降は唐津・肥前

磁器が一定量認められるものの、個体毎の残存率は著しく低下し、小破片が多い。さらに陶磁器に加

え多種多様な木製品・土製品・金属製品が出土したことも、今回の調査から得られた大きな成果とい

えよう。

男鹿市教育委員会による脇本城跡第１３・１４次調査で、内館地区から脇本遺跡と同じ年代の陶磁器が

出土している。また白磁（外反皿）、青磁（連弁文碗・雷文碗・平行沈線をもつ碗・稜花皿・腰折皿・

盤）、染付（碗Ｃ群・皿Ｂ１群・皿Ｃ群）、朝鮮陶器、瀬戸美濃、越前、珠洲と、その器種・産地も共

通するものが多い
（註２）

。

さらに、脇本遺跡同様、県道拡幅工事に伴って行われた平成１５・１６年度の緊急発掘調査において脇

本城跡の南西裾部お念堂地区からは、掘立柱建物跡・柱穴列・溝跡等の遺構の他、災害による崩落等

によって埋まった沢の内部から数多くの遺物が出土している
（註３）

。出土陶磁器は、貿易陶磁が１５世紀後半

～１６世紀前半、国産陶磁が１６世紀～１７世紀前半の製品が見られ、脇本遺跡と年代が重なる。内容も白

磁（外反皿）、青磁（連弁文碗・稜花皿・腰折皿）、染付（碗Ｂ群・碗Ｃ群・皿Ｂ１群・皿Ｃ群・Ｅ群）、

朝鮮陶器、瀬戸美濃、越前と、内館地区同様に器種・産地の共通性が高い。また多量に出土した木製

品の中には、漆器・折敷・把手・曲物底板・下駄・浮子・塔婆・形代など脇本遺跡と類似するものが

多い。他には柱状塔婆や領主クラスの戒名が刻まれた墓石も出土しており、これらの遺物はお念堂地

区が宗教的な関わりが強く、かつ非常に豊かな居住地域であったことを物語っている。

お念堂地区と脇本遺跡とは、脇本城跡内館地区を挟んで対照的な位置関係にあり、また検出遺構や

出土遺物が類似していることから、脇本遺跡と内館・お念堂地区は、同時期に機能していたと想定で

きる。

（４）脇本遺跡の性格について

最後に本遺跡の性格であるが、遺跡の位置する「横町道上」・市道を挟んで南側の「横山道下」両

字地内の地割は、東側に広がる町屋の間口２間半×奥行１３間を基準とする短冊形地割と比較して大き

いため、山麓に集中する寺院と結びついた侍屋敷地との比定がなされてきた
（註４）

。

今回検出された掘立柱建物跡は、城下町の地割とは異なる広い間口の東西棟であり、住人の階層差

が感じられる。それを裏付けるのが１４世紀の青磁碗・盤の出土である。これらは所有者の力の大きさ

を示すステータスシンボル「威信財」に値する製品であり
（註５）

、その製造年代から伝世品である可能性も

高い。自ずと所有する階層は限定される。

また、わずか１片ではあるものの、手づくねのかわらけが出土していることが注目される。いわゆ

る「京都系かわらけ」といわれる、器壁が薄く、器高が低いものである。北東北において１５～１６世紀

代の手づくねかわらけ出土は非常にめずらしく、秋田県内では脇本城跡第９次調査で馬乗り場（古館）

地区から手づくねと思われる薄手のかわらけ片が
（註６）

、また湊安東氏の居城とされる湊城跡の城館中心部

から１５世紀後葉～１６世紀末の大皿と小皿が出土している
（註７）

。県外では、津軽安藤氏の拠点とされる青森

県十三湊遺跡
（註８）

、安東氏が蝦夷地支配のため配下の武将に築かせたとされる「道南十二館」のひとつ北

海道志苔館跡
（註９）

、松前氏の祖である武田信広（蠣崎季繁養女となった安東政季の娘と婚姻）が１５世紀後
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半に築いた勝山館跡
（註１０）

で出土例が見られることから、脇本遺跡と安東氏とのつながりの一端を示すもの

と考えられる。

脇本遺跡は天正５（１５７７）年に安東愛季が脇本城に依拠して大規模な改修を行う以前から、脇本城

に最も近い位置に存在し、数度の建て替えを経たのちにその機能を失ったのは、天正１８（１５９０）年あ

るいは慶長７（１６０２）年とされる脇本城廃城が大きく影響しているものと考えられる。

註１ 秋田県教育委員会 『薬師遺跡－一般国道１３号神宮寺バイパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』 秋田県

文化財調査報告書第３８８集 ２００５（平成１７）年

註２ 男鹿市教育委員会 『国指定史跡脇本城跡Ⅳ 第１３次・第１４次他調査報告』 男鹿市文化財調査報告 第３２集 ２００６（平

成１８）年

註３ 男鹿市教育委員会 『国指定史跡脇本城跡－船川重要港湾道路改修工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』 男鹿市

文化財調査報告 第２９集 ２００５（平成１７）年

註４ 男鹿市教育委員会 『脇本城と脇本城跡 第２次・第３次調査報告』 男鹿市文化財調査報告 第１４集 １９９６（平成８）

年

男鹿市教育委員会 『史跡脇本城跡保存管理計画書』 男鹿市文化財調査報告 第３３集 ２００７（平成１９）年

註５ 小野正敏 「発掘陶磁器からみた脇本城」 『海と城の中世』東北中世考古学会 ２００５（平成１７）年

註６ 男鹿市教育委員会 『脇本城跡Ⅱ－第８１次～第１０次調査報告－』男鹿市文化財調査報告 第２７集 ２００３（平成１５）年

註７ 神田和彦 「安東氏と秋田湊－秋田平野出土の陶磁器－」 『出羽の出土陶磁器－安東氏とその時代－』 日本貿易陶

磁研究会秋田大会資料集 ２００７（平成１９）年

註８ 青森県教育委員会 『十三湊遺跡Ⅴ』青森県埋蔵文化財調査報告書第２８６集 ２０００（平成１２）年

青森県市浦村［編集協力：千田嘉博］ 『中世十三湊の世界－よみがえる北の港湾都市－』 新人物往来社 ２００４（平

成１６）年

註９ 函館市教育委員会 『史跡志苔館跡』 １９８６（昭和６１）年

註１０ 上ノ国町教育委員会 『史跡上之国勝山館跡』Ⅰ～ⅩⅥ １９８０～１９９８（昭和５５～平成１０）年

引用・参考文献

中世土器研究会 『概説 中世の土器・陶磁器』 真陽社 １９９５（平成７）年

能代市教育委員会 『檜山城と檜山城跡－史跡檜山安東氏城館跡基礎資料調査報告書－』 能代市文化財調査報告書第８集

２００４（平成１６）年

東北中世考古学会 『海と城の中世』高志書院 ２００５（平成１７）年

伊藤直子 「脇本城跡出土の陶磁器」 『出羽の出土陶磁器－安東氏とその時代－』 日本貿易陶磁研究会秋田大会資料集

２００７（平成１９）年

工藤清泰 「北の貿易陶磁」 『出羽の出土陶磁器－安東氏とその時代－』 日本貿易陶磁研究会秋田大会資料集 ２００７（平

成１９）年
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１ ＳＢ０１（東から）

２ ＳＢ０２（南西から）

図
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（
１
）



１ ＳＢ０１Ｐ１４（南から） ２ ＳＢ０１Ｐ１７（南から）

３ ＳＢ０３Ｐ１遺物出土状況（西から） ４ Ｂ区基本土層断面（Ｂ－Ｂ’）①

５ Ｂ区基本土層断面（Ｂ－Ｂ’）②

図
版
２
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２
）



１ ＳＤ１４４東側（北東から） ２ ＳＫ３３（南西から）

３ ＳＮ１４３断面①（西から） ４ ＳＮ１４３断面②（北から）

図
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